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論文要旨
2
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除することで都市
生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り組みや、先の
震災を経た現在、建築は自然に対し、より強固な結界を築き自然との距離
をおきつつある。建築は地面の上に建てられるものであり、その地面の上に
様々な部材の複合体として形作られる。人工土地という言葉があるが建築が
自然の地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり、建築や土木分
野で第２の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上に建てられた
建物の上に土と植物を入れ、緑地は必ずしも自然の土の上のものだけでな
いことを示している。しかし人工土地は余剰空間の利用の難しさから、屋上
緑化では緑地のある場所まで昇って行かなければならないという点により、「
地面」に着目した設計要素とは言え、自然の中の地面とは連続しているとは
言い難い。
　本研究では様々なスケールの空間や出来事、活動を連続的に受け入れる
「地面」として人工土地に着目し、人工的に造り出された「土地」による可能
性を再考する。建築計画、設計、意匠に与える影響を分析し、その有効性と
可能性を検証することを目的とする。
　本論文は、上記の研究の背景と目的をまとめた序、「地面」に着目した建
築における人工土地の位置づけを行う第１章、人工土地の通史を整理しそ
の特徴と反省を考察する第２章、以上を元に建築作品の分析を行なう第３
章、それらから得た知見を元に設計提案を行なう第４章、以上の総括を行な
う章から構成される。
　第１章では、人工土地について論じる前に「地面」と建築の関係性を説明
するため地面を建築テーマとして捉えるということが如何なることなのかを示
した。　現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているものを収
集し、建築的なかたちに着目し事例を分類、整理、観察することで、建築の
「地面」に対する７つの態度を見出した。その結果を「地面」と建築の関係性
を連続-不連続、融合-分離という座標で整理し、「地面」に着目した設計要
素としての人工土地の位置づけを明確にした。
論文要旨
3
　第２章では人工土地をめぐる通史を整理し、近代以降、人工土地概念を
展開したル・コルビュジエ、日本の初期モダニズムにおいて人工土地に関
する態度を掲げたアントニン・レーモンド、吉阪隆正、大高正人を取りあげ、
特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン、レーモンド自邸、吉阪自邸
、坂出人工土地を中心に考察を行った。人工土地を『都市活動の発展のた
めにそこに造成しなければならない各種の都市施設やオープンスペースと
なる構築物』と定義した上で人工土地を成立させる「テクスチャ」、「機能」、「
段階的な建設」、「動線」、「構造」の５つの要素をそれぞれの作品から抽出
した。さらに、人工土地と関連する思想である「メタボリズム」、「スケルトンイ
ンフィル」の特徴や反省点について考察した。加えて前項までで得られた考
察とともに、改めて坂出人工土地を再考する。日本において初めて実現し
た人工土地である「坂出」の実情、利用状況等を整理し、その空間、活動、
またそれらの集積としての空間を分析した。
　以上、４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地
の共通要素とその特徴を明らかにした。
　第３章では前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代における「人工土
地」を『一層または複数の基盤から構成され、上部に特定の機能、外部空間
を有する建築物』と再定義し、それに類する現代建築３５事例について作品
分析を行った。「人工土地」を用いる「意図」を１)機能、２)環境、３)眺望に大
別し、建築の関係性をもとに、それぞれを建築内外への具体的な効果や関
係性を整理し、前章で抽出した共通構成要素を参照しながら考察を行った
。その上で事例ごとの簡略化した断面形状をもとに６つに類型化し、「意図」
とともに整理することで人工土地を成立させる要素を抽出した。 
　第４章では、第２章での人工土地についての考察や反省、第３章で抽出し
た手法を基にアーティストインレジデンスを主とした、現代における「人工土
地」建築を提案した。敷地内外を分断する従来の建築の建て方に対し、人
工的に造り出された「土地」を用いることで道路、敷地、建築の関係性を変
化させ、敷地内外の活動が様々なスケールを横断し、成立する空間を創出
することで人工土地による有効性を示した。
　結章では、総括と展望を示した。人工土地の理論とともに、その反省を活
かした設計提案を通し、人工土地建築の現代における実践を提示すること
で限定された土地における自然、動物、人、物がスケールを跨ぎながら入り
混ざる建築の在り方を明らかにし、その有効性を示した。
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序 研究の背景と目的
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除することで都市
生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り組みや先の震
災を経た現在、建築は自然に対し安全性を重視した強固な結界を築き、自
然との距離をおきつつある。建築は地面の上に建てられ、その地面の上に
様々な部材の複合体として形作られるものであるにも関わらず、建築と地面
の関係は希薄である。
　地面に着目した設計要素に人工土地という言葉があるが、建築が自然の
地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり建築や土木分野で第２
の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上に建てられた建物の上
に土を入れ、植物を入れ、緑地は必ずしも自然の土の上のものだけでない
ことを示している。人工土地は空間を構成する構造物であり、建築と同様に
独自の形態で計画されるのが本来の姿と言え、土地と建築を結ぶ第３の要
素として人間のための豊かな環境を創出する。戦後、人工公営土地提案を
皮切りに現実の都市とは遊離した都市構想がなされた後、都市への人工土
地の導入が進んでいるにも関わらず現在、人工土地の効用や魅力を把握
する意匠論はあまり多くない。
　本研究では自然と建築の中間体であり様々なスケールの空間や出来事、
人々の自由な活動を受け入れる「地面」として人工土地に着目し、建築計画
、設計、意匠に与える影響を分析し、現代における有効性と可能性を検証
　『都市活動の発展のために土地の絶対面積が不足したり , 種々の理由で都市機能を満
足し得なくなったような場合など , もともと土地がその都市的利用に困難なさまざまの
条件を持っているとき , そこに造成しなければならない各種の都市施設やオープンス
ペースとなる構築物である . 』
日本建築学会　都市計画委員会　人工土地部会「人工土地成立条件、効果及び計画」（『建築雑誌』
1963 年 5 月号）
- 人工土地の定義
第1章　「地面」と建築の関係性
7
第1章　「地面」と建築の関係性
8
1-1「地面」の定義
　地面とは通常、大地の表面を指すが本研究では『建築の領域において活
動に自由度がある内部空間もしくは外部空間』とする。
- 地面の定義
建築物
建築面積
（建築の領域）
敷地
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1-2 建築テーマとしての「地面」
　地面と建築の関係性を説明するためそれらの関係を建築テーマとして捉
えるということが如何なることなのかを説明する。この項では現代建築を対象
とし、地面と建築の関係が強く現れているものを収集し、テーマを成立させ
る建築的なかたちに着目し分類、整理しする。
　この項では現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているもの
を収集し、テーマを成立させる建築的なかたちに着目し分類、整理しする。
建築を地面の一部として位置づけた「一体」、地面を建築要素として利用す
る「部分」、地面との差異を強調する「対比」、ひとつづきの地面により建築と
の連続性を表現する「連続」、人工的な地面をうみだす「複製」、既存の地面
の上に新たな地面を生む「包含」、地面に接することのない「希薄」に分類し
建築の「地面」に対する７つの態度を見出した。
①一体
②部分
③対比
④連続
⑤複製
⑥包含
⑦希薄
連続性（奥行）
隙間性
切断性
連続性
分離性
切断性
断絶性
G=A 外部
G⊂A
G≠A
G→A-B-C-D-E-・・
G≒A≒B≒・・
A=G’
A
内部
外部
内部, 外部
内部, 外部
内部, 外部
内部
地中美術館
谷川さんの住宅
望遠鏡
21世紀美術館
Expo 2000 Netherlands
 Pavilion in Hanover
EXTREME NATURE : 
Landscape of Ambiguous Spaces
国際宇宙ステーション(ISS)
建築的態度 空間モデル 意図 空間図式 空間との関係性 例
（G=Ground, A, B, C・・・=Space）
- 建築の「地面」に対する7つの態度
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1-2 建築テーマとしての「地面」
　モダニズムの流れの中で「分離と融合」の傾向があることがわかった。地面
と建築の関係性を連続-不連続、融合-分離という座標で整理し、地面に着
目した設計要素としての人工土地の位置づけを明確にした。
希薄
部分
- モダニズム以降の地面と建築の関係性
〈 分離 〉 〈 融合 〉
物理的連続精神的連続 
〈 不連続 〉
〈 連続 〉
連続 一体
対比
複製
?????
????
?????
???????
??????????
??????????
???
【新たな地面の創出】
【原型的建築の系譜】
【地面と建築との明確な区別】
【建築の非物質化】
包含
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2-1 人工土地に関する言説
　本項では人工土地を定義し、その歴史的流れを整理した。
パリ空中都市計画案 /Y ・ フリードマン （1962）
1900
1950
1960
1970
2000
『人工公営土地提案』 / 吉阪隆正 （1953）
塔状都市計画 / 菊竹清訓 （1959）
垂直壁都市 / 黒川紀章 （1959）
人工土地計画 / 大高正人 , 槇文彦 （1961）
空中都市 / 磯崎新 （1962）
宮下公園 （1966）
坂出人工土地 / 大高正人 （1967-）
装置広場計画 /GK （1969）
大阪万国博 （1970）
層状モジュール / 菊竹清訓 （1972-77）
広島基町高層住宅団地 / 大高正人 （1976）
梅田スカイビル / 原広司 （1993）
京都駅 / 原広司 （1997）
300 万人の都市計画 / ル ・ コルビュジェ （1922）
『輝く都市』 / ル ・ コルビュジェ （1935）
ユニテ ・ ダビタシオン / ル ・ コルビュジェ （1952）
ベルリン計画案 /P ・ スミッソン （1958）
ウォーキングシティ /R ・ ヘロン （1964）
未来都市 /F ・ オットー （1963）
プラグインシティ /P ・ クック （1965）
ハノーヴァー万博オランダ館 / MVRDV （2000）
シンガポール理工系専門学校 / 槇文彦 （2007）
CIAM 崩壊 （1958）
世界デザイン会議 （1960）
アテネ憲章 （1943）
チーム X 結成 （1953-）
CIAM 結成 （1928-59）
『メタボリズム /1960』 （1960）
「東日本大震災」 （2011）
終戦 （1945）
メタボリズム
C
IA
M
チ ムー
X
- 人工土地の系譜
ア キーグラム
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2-1 人工土地に関する言説
　14世紀に再建されたポンテ・ベッキオから、バベルの塔のような空想的な
ものに至るまで、人工土地に類する事例は古くから散見されるが、近代前・
後で傾向が異なる。
- 人工土地の変遷
土地の拡大・土地の立体利用
動線を立体的に分離=多層都市の創出
都市設備の地中化 「都市の建築化」建築と都市施設の一体化
再開発・中低層高密度住宅の手法
近代以後 （コルビュジェ以降）古代から近代まで
- 近代以前の人工土地の例
第2章　　「地面」の展開
14
2-1 人工土地に関する言説
　以下の項では近代以降、人工土地概念を展開したル・コルビュジエ、日本
の初期モダニズムにおける地面に対する態度を掲げたA・レーモンド、吉阪
隆正、大高正人を取りあげ、特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン
、レーモンド自邸、吉阪自邸、坂出人工土地を中心に考察を行った。分析
を通し、コルビュジエ以降の日本における人工土地はドミノ・システムの派生
として展開されることが明らかとなった。
- ドミノ・システムの派生系
ドミノ・システム
近代的な工法（ハード）
に現地の素材（ソフト）
を用い,その土地との調
和を目指した.
外部空間の積層
 RC 造の恒久的な土地に
「庭を持った」住宅の高
層化と個人の趣味嗜好を
両立させる発想であった.
人工基壇による2階立ての都市
半永久的な基壇の格子梁のグリッ
ドにあわせ,モデュール化にた人工
土地上に建物を建て替えられると
いうシステムを提示した.
箱の段状積層
主要の壁式構造に柱
梁構造を組み込み,構
造による室内の解放
性の有効性を示した.
都市スケールの再開発メタボリズム・SI 住宅
屋上の庭に対峙する内部
〈個人の嗜好と多様性の両立〉 〈機能分離プラットフォーム〉〈屋上緑化とアクセス簡易性〉
ランドスケープアーキテクチャー
アントニン・レーモンド（1888-1976）
1924　霊南坂の自邸
1932　軽井沢夏の家
吉阪隆正（1917-1980）
1953　「人工公営土地提案」
1955　自邸
1955　ヴィエンナーレ日本館
大高正人（ 1923-2010）
1960　「新宿副都心計画」
1968　坂出人工土地
1976　広島基町高層住宅団地
戦後住宅問題に対する解
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2-1-1 ル・コルビュジエ　ル・コルビュジエは1930年代に白い箱を抜け出し
大地を目指し打ち放しコンクリート仕上げとピロティの新しい形という２つの
工夫を凝らした。コンクリートはその可塑性、一体性、構造実現可能性から
現在も多く利用され、素材の表現だけでなく建築の構造的、機能的原理が
素材の露出という手段を介して造形化、視覚化されている。ユニテ・ダビタシ
オンではピロティに設けられた人工土地は機械、配管スペースとして機能す
る。また地面に打ち込まれた楔のようなピロティは視覚的効果を損なわない
よう、建物と地面の接点を注意深くデザインした結果である。
ユニテ・ダビタシオン
- 都市的建築 -
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2-1-2 アントニン・レーモンド　レーモンド自邸では2つの煙突を中心に箱が
積み上げられていく構成であり、それぞれの箱の上に３つの庭を持つ。それ
ぞれの箱が人工土地として作用し、庭として利用され室内に面する。著書*
でも語られるように、レーモンドは庭に出ての食事など日本人の生活の特徴
は大地に接することだと考えており大地への親近感を表現するため、大地を
連想させるような荒々しいコンクリートの表現がなされている。ル・コルビュジ
エのスイス学生会館より10年早く打ち放しに取り組んでいるおり、具体的に「
打ち放しは大地の一つである」と世界で初めて述べた。
テクスチャ
（肌理）
霊南坂の自邸
- 屋上緑化とアクセス簡易性 -
機能分化
（平面）
アクセス簡易性
第2章　　「地面」の展開
17
2-1-3 吉阪隆正　戦後の宅地不足に悩む住宅問題の緩和のため、吉阪は
公営住宅の代替案として「人工公営土地」を提案する。彼の提案は上下水
道、電気、ガスなどを整えたコンクリートの人工的な土地をつくり各々が自由
に家を建てることができるというものであり、この思想をもって吉阪自邸は建
設された。インフラストラクチャーの設定により個人の自由と集団の利益を両
立させるシステムを身をもって示した。最初に人工土地としてドミノのような
RC躯体が作られその後ブロックとレンガによる外壁、間仕切り、サッシ、家具
等を取り付けていく段階的建設が行われた。また壁の材料にコンクリートブ
ロックが用いられたのは、金銭的・造形的理由からによる。
吉阪隆正
- 個人の嗜好と多様性の両立 -
テクスチャ
（肌理）
特徴的な
動線計画
構造合理性
（ドミノ）
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2-1-4 大高正人　吉阪の人工土地を経て、1962年に建設省（現国土交通
省）の委託により人工土地を都市開発の手法として実用化する為の調査研
究を行う人工土地部会が発足し、人工土地方式による都市再開発手法の
研究がなされた。坂出人工土地では建築物を始め都市的設備やオープン
スペースなどの基礎となるべき半永久的なスラブを一種のインフラストラクチ
ャーとして架構し、この下部に地区に必要な都市装備や公共施設を集約化
して設け、上部には各種建築群をオープンスペースとともに計画的に配置
した。ここで述べられる人工土地は吉阪の提案とは異なり都市的な課題を解
決する手法として定義され、歩車分離などの機能分化のためのプラットフォ
ームという面が強調された。
坂出人工土地
- 機能分離プラットフォーム -
機能分化
（断面）
構造合理性
（モデュール）
テクスチャ
（肌理）
9180mm
第2章　　「地面」の展開
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2-2 人工土地と関連する思想　建築、都市分野で人工土地と関係する思想
を辿り、それらとの関係性を考察する。前項で挙げた建築家の思想と歴史
的関係性からメタボリズム、スケルトンインフィルを取り上げその関係性を考
察する。
2-2-1 メタボリズム　人工土地の展開は1950年後半にメタボリズムに引き継
がれていく。 彼らは吉阪の多様性を持つ人工土地とは異なり、大高の「坂
出」のように自由な土地とインフラストラクチャーの形状を追究した。菊竹清
訓は人工土地を生活を支持する構造体と、生活に必要な施設と生活を守る
環境がひとつのものとして考えられなければならないと述べ、大高、吉阪が
提案した人工土地を単なる大地の複製である「水平」と批判し、自らは新た
な人工土地として垂直に伸びる壁面として捉え「東光園（1964年）」において
水平だけでも垂直でもない建築の姿が構想されている。
2-2-2 スケルトンインフィル　1955年に発足した日本住宅公団が手がけた
晴海高層アパートや広島基町アパートでは長期に渡り、使い続ける主要構
造体と社会の変化に対応して変わりうる二次構造体を明確に分離する建築
思想が採用された。つまりラーメン構造の構造体に二次構造体を入れ込む
という計画であり、これらは変わらない部分と変わる部分を明確に分離する
計画思想に基づくものである。しかしこの決定的な構造により、使用法、分
割法が明確にかつ永続的に決定されており、変化が許されなかった。その
結果として部分の変化に対応できず、社会へ適応することができなかった。
第2章　　「地面」の展開
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- 人工土地とスケルトンインフィルの類似性
-メタボリズム、スケルトンインフィルの代表例
スケルトン  人工土地（地盤）
-  スケルトンと人工土地の段階的関係  - -  土地, インフラの形状  -
低　---------------　二次構造物の自由度　---------------　高
低　---------------　コスト, 耐久性　---------------　高 吉阪 菊竹
水平（積層, 床） 垂直（壁）
中銀カプセルタワービル（1972）
メタボリズムではカプセル（ユニット）がコアに
プラグインすることで都市が形成されるというア
イディアで一貫される . 
塔状都市（1958）
垂直の人工土地の提案 . 円筒状の構造体の周囲
に住居が取り付く . 円筒内部は地盤や住居のパ
ーツを量産する工場で生産と建設が同時進行し
自己増殖するシステムを内包する .
晴海高層アパート（スケッチ：木村俊彦）/大高正人
大架構の主要構造物の中がばらばらに , 多様性を持って構成されている . 人工土地と住戸の関係はメイン
ストラクチャ , サブストラクチャ の関係と類似している .
第2章　　「地面」の展開
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2-3 坂出人工土地分析
　前項までで得られた考察とともに、改めて坂出人工土地を図面、現地調査
から再考する。日本において初めて実現した「坂出」の実情、利用状況等を
整理し、人工土地によってできた空間、活動、またそれらの集積としての空
間を分析した。
　この建築の最大の特徴は, 人工土地の安定したインフラの供給や都市居
住への特殊解でなく, 人工土地による「周辺環境からの過剰なまでの断絶」
による敷地に対する従属からの解放である. 土木を建築まで引き下ろすこと
で世の中の全ての出来事から完全に解放されているという純粋さを持って
いる. これは「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼ね備え, その2つが両
極的な要素であるからであると言える. 
- 坂出人工土地分析
第2章　　「地面」の展開
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章結　人工土地の傾向と共通要素
　４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地の共通
要素を明らかにした。
- ４人の建築家の人工土地と共通要素
【テクスチャ】 【機能】 【段階的な建設】 【動線】 【構造合理性】
機能分化
（断面）
構造合理性
（モデュール）
テクスチャ
（肌理）
テクスチャ
（肌理）
直喩的な形態 眺望 テクスチャ
（肌理）
機能分化
（平面）
キャンチレバーアクセス簡易性 テクスチャ
（肌理）
段階的な建設 自由な空間 特徴的な
動線計画
???????
????????
?
 ????
 ?
ル・コルビュジエ（1887-1965）
1922　「300 万人の都市」
1932　スイス学生会館
1952　ユニテ・ダビタシオン
アントニン・レーモンド（1888-1976）
1924　霊南坂の自邸
1932　軽井沢夏の家
吉阪隆正（1917-1980）
1953　「人工公営土地提案」
1955　自邸
1955　ヴィエンナーレ日本館
大高正人（ 1923-2010）
1960　「新宿副都心計画」
1968　坂出人工土地
1976　広島基町高層住宅団地
構造合理性
（ドミノ）
コンクリート打ち放し
に代表される「地面」
を意識した肌理の表現
基盤による断面的
もしくは平面的な機能・
空間の連続や分離
躯体に建具から建物
までを段階的に
建設するシステム
地面から上方への
連続的な上昇や
景色への視覚的配慮
モデュール -合理的な建設
構造的工夫による美的表現
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3-1 「人工土地」の定義と分析対象
　前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代建築における「人工土地」を『
外部利用可能な空間』と再定義し、「人工土地」建築36事例から各事例が用
いている意図と形態操作を分析する。
- 「人工土地」の定義の整理
「人工土地」
『外部利用可能な空間』
〈 床  〉「建物の内部空間の各
階下面に位置する水平で平らな
板状の構造物」
〈 バルコニー 〉　「建物の外面
に張り出した屋根のない平らな
床」
〈 屋根 〉　「建物の最上面をな
し日光や雨・雪をさえぎり寒暑
を防ぐための覆いとなる部分」
従来の人工土地（２章）
現代における「人工土地」（３章）
屋上緑化
床、バルコニー
屋根、屋上
青木淳
藤本壮介
三分一博志
元倉真琴
中村拓志 /NAP
Vo Trong Nghia
Herzog＆de Meuron
手塚貴晴 + 由比
近藤哲雄
山田紗子
手塚貴晴 + 由比
SANAA
アトリエ ・ ワン
生物建築舎
三分一博志
Jurgen Mayer H.
Peter Zumthor
西沢立衛
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
- 建築事例分析表
三次市民ホール きりり
Omotesando Branches
宮島弥山展望休憩所
サイエンスヒルズこまつ
Ribbon Chapel
Farming Kindergarten
Perez Art Museum Maiami
茅ヶ崎シオン ・ キリスト教会
A Path in the forest
柱の家
Ring Around a Tree
石神井アパートメント
みやしたこうえん （宮下公園）
萩塚の長屋
速度の家
Metropol Parasol
SteilnesetMemorial 
Garden＆House
ヨコハマアパートメント
1111 Lincoln Road
地層のフォリー
ナミックステクノコア
The High Line
大倉山の集合住宅
福生市庁舎
Calfornia Academy of Sciences
Ewha Womans University
ふじようちえん
横須賀美術館
ANYANG PEAK
Sohlbergplassen Viewpoint
ニコラス ・ G ・ ハイエックセンター
花みどり文化センター
角田歯科病院
アイランドシティ ぐりんぐりん
Maritime Youth House
オンデザイン
Herzog＆de Meuron
o+h 他
山本理顕
J.C.F.O andD.S+Renfro
妹島和世
山本理顕
Renzo Piano 
Dominique Perrault
手塚貴晴 + 由比
山本理顕
MVRDV
Carl-Viggo Holmebakk
坂茂
鈴木雅和 + 貝島桃代
三分一博志
伊東豊雄
PLOT （BIG + JDS）
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3-2 事例の類型化と整理
　各事例から読み取ることのできた意図と傾向を前章の共通要素をふまえて
類型化、考察する。
1）機能的視点から見た「人工土地」 外部空間を持つスラブを複層すること
でバルコニーやテラス、ベランダ等「活動を誘発する場」を創出する。また過
去の人工土地の系譜として高く持ち上げられ敷地の短所を断面的に活用
することで「歩車分離」や2011年以後に設計が開始された作品に見られる「
防災」という効果を持つ。
機能
【歩車分離】
高く持ち上げられることで
敷地の短所を断面的に活用
【災害への対応】
初期設計段階から
災害に対しての態度を示す
【余剰空間の創出】
外部空間を持つスラブを複層することで活動を
誘発する場を創出する
第3章　「人工土地」事例分析
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2）環境的視点から見た「人工土地」　建築を「緑化・地形化」することで都市
に対し、公園や緑地のような機能を提供する。また「環境制御」手法としても
屋上緑化により断熱性能を高め、大きな庇のような存在として光の制御や雨
水の貯水槽としての機能を担う。異なる素材の面的・重層的な重なり合いや
部材配置、透過性のある素材による給排気、採光が顕著に見られる。
環境
【緑化・地形化】
都市に対する公園や緑地機能の担保
植物が育つことで境界が消えていくことを意図
【光・風・水の制御】
屋上緑化による断熱性能向上／大きな庇として光の制御／
素材の重合・部材配置による給排気、採光
第3章　「人工土地」事例分析
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3）眺望的視点から見た「人工土地」　スラブ上を歩き風景や自然の細部を
感じることが意図される。更にそれ自体が「動線」や「構造体」としても機能し
、日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など周辺環境との応答や機能に
よりその幅を変化させ、屋根、庇、壁や床となりながら空間が生成される。
【眺望かつ動線】
それ自体が動線としても機能し、要求される
場所や機能によりその幅を変化させる
【眺望かつ構造体】
構造体かつ展望台である「人工土地」上を歩き、通常と
異なる視点から風景や自然の細部を感じさせる
眺望
第3章　「人工土地」事例分析
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4）形態的視点から見た「人工土地」　６種類の形態的特徴が見られた。人
工土地は敷地や用途に関係なく機能、環境、眺望という観点により大別する
ことができ、求められる空間に応じて形態が使い分けられていることを明らか
にした。
- 「人工土地」の立面形状の類型化
複製 螺旋 門 孔 吊り 壁
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3-3 接続性に関する分析
　対象事例について、吹き抜けパタンと断面形状をまとめて「断面構成」とし
、積層方法と上下の接続に関して分析を行う。吹き抜けは用途の開放性の
差異から空間の連続性の必要性に応じて使い分けられ、特に高さ方向の変
化による外部空間確保や樹木や美術作品などの象徴的なオブジェクトのた
めの空間の確保など空間の縦方向の疎密を必要とする際に多用される。断
面形状については法的制限による外形（「A.フラット」「B.段状」「C.片流れ」
）、地形を想起させる「D.曲線」、異なる構造や形態の組み合わせにより周
囲に対し異なる様相があらわれる「E.組み合わせ」、人工的な大地の表裏を
感じさせる「F.貫入」、建築ではなくあくまで自然を主張するかのような「G.点
在」に分類でき、地面と建築の接続性を整理した。
No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸  A B  C  D  E  F   G
- 接続性の相関
- 吹き抜けパタンと傾向
- 周辺環境への接続性の整理
⑷無作為 ⑸混成⑴なし ⑵多層⑶複層
断絶 連続
低 吹き抜けによる空間の縦方向への疎密 高
??????
G.点在
A.フラット B.段状 C.片流れ D.曲線
E.組み合わせ
法的制限
最大ボリューム確保 自然環境の主張
F.貫入
大地への介在シンボル性
建築内環境
建築外環境
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3-4 現代における人工土地に関する考察
　前章で抽出した人工土地の５つの共通構成要素、前項までの分析から「
人工土地」における８つの傾向が明らかになった。これらは【素材の選択】、
【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構造】という建築構成
要素に整理でき、過去と現在における人工土地の差異として理解することが
できる。
- 各章の関係性の整理
- 「人工土地」に関する考察
テクスチャ
機能
段階的な建設
動線
構造合理性
人工土地
共通構成要素
素材の選択
（仕上げ）
用途 ・ 活動
の接続
空間余地
エントランス
構造
建築構成要素
への読み替え傾向
“皮膜としての強調 “
仕上げ素材の不連続的使用、形態的な貫入による皮膜感の強調
“全体の調和 “
敷地内もしくは周辺環境と同仕上げの使用による連続性の強調
“機能 ・活動の分離 “
人工土地は元来歩車分離、機能分離を目指した概念である
“活動群の接続 “
開口や吹き抜けによる機能やそこで行われる活動群の接続
“時間的空間余地 “
人々の段階的建設のための空白の空間としての空間余地
“非計画空間としての空間余地 “
設計段階から構想される自由な活動を行うことを目的とした余白
“小さなエントランス “
自然の中の地面との断絶性の強調のためのエントランスの物理的小ささ
“土木構築物的構造 “
モデュールを用いた設計や柱梁構造などの機能や強度を根拠としたデザイン
素材
?????
空間余地
入口
構造
人工土地の
位置づけ
（第１章）
共通構造の視点
（第２章）
現代における
人工土地の構造
（第３章）
人工土地の構成
（図 15）
「意図」 と 「形態」
（図 10、 11）
内部
（図 13）
接続性
外部
（図 14）
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3-5 まとめ
　かつての人工土地は土地の不足に対してインフラストラクチャーを内包す
る合理的なシステムにより解決を図り、既存の地面だけでは不可能な都市
的な課題を「人工的に造り出された土地」によって可能にした。しかしながら
人工土地の最大の特徴は安定したインフラの供給や都市居住への特殊解
でなく、人工土地による周辺環境からの断絶による敷地に対する従属から
の解放である。更新頻度の異なる「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼
ね備え、それらが両極的な要素であるからであるからこそ土木を建築の範疇
まで接近させ周辺環境から解放される。一方、現代における「人工土地」建
築では近代建築の延長である床の積層と異なり、スラブが地上から段階的
に繋がることで隣接する層や周辺環境に対し、影響関係を持つ傾向がある
。このような理由から「人工土地」建築の多くは周辺環境に対する都市的視
点を有することが分かった。
第4章　設計提案
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4-1 計画概要
　これまでの分析の有用性を示す試みとして、前章での考察をもとに積層建
築の設計を行った。用途はアーティストインレジデンス（以下AIR）、シェア工
房を中心とした複合施設とし、建物用途はアーティストインレジデンスを中心
とした複合施設とし、これらの用途が複合されることで、様々なジャンルな創
作活動を可能にするとともにこの場所にアーティストが住み着くこと、旅をす
ることの中間のような生活を実現する。
　人工土地による積層建築の設計を通し、アーティストが自由に制作活動を
行うことのできる「外部環境的生活」を建築の中へ取り込む空間の提案を行
う。
- 建物用途と必要面積の算出
・宿泊　10戸程度
・アトリエ（個人）
・展示空間兼カフェ、レンタルギャラリー
・シェア工房
・展望台レストラン
・倉庫
・駐車場
　計  1500㎡程度
アーティスト
尾道の人々
建築作品
鑑賞
空間
機器
宿泊
制作
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4-1 計画概要
　敷地は海と斜面に挟まれた街広島県尾道市とし、その中でも多くの建物が
密集して立ち並ぶ平地部分である。平安時代から天然の港として物流と文
化・経済の中心として栄えてきた尾道は現在少子高齢化や人口減少といっ
た日本の地方都市の多くが抱える問題を持つ。一方で、DIYを中心としたま
ちの変化が進みつつあり、アーティストの招致や尾道へと移住してくる人々
も徐々に増えている。
- 対象敷地
Site
0 4 10 20 50
敷地：広島県尾道市
用途地域：商業地域
容積率：400%
建ぺい率：80%
前面道路：5m
駅から徒歩 10 分程度
22000
22
00
0
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4-2 設計プロセス　
　現代における人工土地建築を示す試みとして、第3章で得られた考察から
【素材の選択】、【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構造】
について具体的な方策を設定し【素材の選択】、【用途。活動の接続】、【空
間余地】を基本的な手法として用いる。
　設計に以上の3つのルールを用いて様々なレベルで人と大地が近づく空
間を提案する。
螺旋状の動線配置
防音室 住戸、アトリエ
- 設計の方策
土（褐色土）
植生【大】（森林・樹木）
比熱 0.9[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.2[W/m K]
1. 素材の選択
2. 用途 ・ 活動の接続
3. 空間余地
4. エントランス
5. 構造
各機能の性質とアクティビティに合わせ、素材を決定し「地面」とする
同時に「地面」の配置により人々の活動も決定される
地面から建築を浮かせ地表面を解放することで空間余地が生まれ
地面と内部空間、地面と地面、地面と人の相互関係を生む
柱によって持ち上げられ地面から独立した外観を持つが、ピロティをくぐり上階へ行くと
開口や通風によって下階の空間との一体性を体験することができる
コンクリート
基本テクスチャ
比熱 1.05[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.8[W/m K]
土（黒ボク土）
植生【中】（畑・低木）
比熱 0.9[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.2[W/m K]
土（赤黄土）
植生【小】（小さな菜園、草）
比熱 1.8[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.5[W/m K]
ガラス
環境制御
比熱 0.8[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.05[W/m K]
水
海との連続性
比熱 4.2[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.6[W/m K]
アスファルト
前面道路との連続
比熱 0.9[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.74[W/m K]
RC の柱と 5枚のスラブからなる構造体を主構造とし、可変的な用途に合わせ吊り構造の床を挿入する
休憩スペース
床下余剰空間吹き抜けを介してタテに繋がる
ギャラリー（企画）
- 主構造 - - 副構造 -
様々なものづくりをひと続きにし、立体的に展開する動線とすることで
それぞれの居場所や活動が関係しあうひとつの建築をつくる
木
人が集まる場所
比熱 1.8[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.2[W/m K]
煉瓦タイル
落ち着いた場所
比熱 1.0[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.3[W/m K]
18000 180
00
芝生
山との連続性
比熱 -[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.25[W/m K]
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
必要面積と空間の疎密の検討　設定した用途と延床面積から、ヴォリューム
スタディを行い全体の形態を、容積の疎密のスタディによる高さ方向変化か
ら用途の配置を決定した。
-容積のスタディ
-空間の疎密のスタディ
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
建築の構成　【構造】　主構造は9mグリッドからなる平面を基本とし、構造は
SRCラーメン造とする。また可変的な用途に合わせ、主に吊り構造の床を随
所に挿入する。
9000 900
0
650
650
- 主構造
-副構造
18000 180
00
18000 180
00
Section diagram Plan diagram
AIR（住戸が吊られる）防音室 休憩スペース
ピロティ空間 吹き抜けを介して縦につながるギャラリー（企画）
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
建築の構成　【住戸設定】　吊り構造で挿入される住戸部分は大地の間に
多くの余剰空間を創出するため、3×3、4×4（m）の2つの大きさに設定する
。また大きさ、場所、住まい方の違いによりアーティストは大きさを選ぶことが
可能となる。さらに住戸部分はPCのユニットで作られることでコストは大きく
かからず、撤去と再建を簡易なものにする。
3000
3000
4000
4000
単身 集中して作業がしたい ユニットのアーティスト
- 住戸設定
- PC 展開図
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
建築の構成　【ゾーニング】　1層部分は駐車場、2・3層はアーティストとのワ
ークショップやギャラリーとなる大きなスペースや、工房、4・5層はアーティス
トの居住兼作業空間とし、宿泊、作業スペース、屋上にはイベントなどをおこ
なう余剰空間となる展望場所、この場所を訪れる人々が飲食を行う食堂を配
置する。
- 断面図 / ゾーニング
アーティストインレジデンス
9000 9000
18000
倉庫
シェア工房
ギャラリー
40
00
40
00
28
40
06
00
0
70
00
24
00
50
00
ものをつくっている人が見える
空や山が見え始める
海が見える
距離感を感じながら制作場所を確保する
道と連続する余剰空間
まちを一望できる場所
観覧の場所となる動線
0 3 6 10（m）
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4-3 設計提案
建築の構成　【平面】　全体は、20m四方の積層された外部空間と箱形の内
部空間による構成であり、大地にあけられた吹き抜けにより上下階の活動が
視覚的に接続される。また箱形のサブストラクチャは大地を跨ぎながら立体
的に配置され、アーティストインレジデンスでは共用の水廻りと共用キッチン
と各住戸が配置される。
G.L ±0mm G.L ＋5000mm G.L ＋9000mm
G.L ＋13000mmmm G.L ＋19000mm G.L ＋26000mm
G.L ＋3000mm G.L ＋7000mm G.L ＋13000mm
G.L ＋16000mm G.L ＋19000mm G.L ＋23000mm
-6 層からなる外部空間
-箱型サブストラクチャによる内部空間
第4章　設計提案
41
4-3 設計提案
建築の構成　【平面】　地上5mの工房、ギャラリー部分では大きな一室空間
に防音室、ギャラリーが吊られ配置される。地上19mのアーティストインレジ
デンス部分では共同のトイレ、風呂を中心に多くの外部空間を持った住戸
配置を行った。
-Plan (S:1/300)
開けた地面の上で
ワークショップが行われる
つり下げられた作業空間によって
空間が仕切られ静かな作業場となる
地上階の人々を見る
月ごとに様変わりする展示
木々に囲まれた静かな休憩所
G.L＋5000mm
海が見える
建具に囲まれた
住戸同士の庭
屋上と連続しておおきくなる
共同風呂
G.L＋19000mm
ギャラリー
ワークスペース
住戸 ・ アトリエ
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
建築の構成　5枚のスラブ、EV、ヴォイド、テクスチャの配置からなるメインス
トラクチャと、住戸、アトリエ、工房、ギャラリーなど用途に合わせた独立した
縦動線を持つサブストラクチャを統合する。
18000 180
00
43
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4-3 設計提案
建築の構成　第2、第3の地面と内部空間をつくる床を入れ子状に配置し外
形を作る。また便宜上、積層された地面を『大地』内部空間を形作る部分を『
床』とすることとする。
- 建築の全体像
44
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4-3 設計提案
大地の様相　【空間余地】　大地と人、大地と床の関係性を考える。床が大
地に挟まれることで通常考えられる建築要素が変化する。例えば床や屋根
の関係性である。床と大地との距離感が変わることで生活と生活の余白とな
る空間が互いに影響し合う状態となる。
- 設計の方策【空間余地】
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
大地の様相　【空間余地】　空間余地を考える。例えば住戸の床下の余剰
空間ではアーティストによるワークショップが行われ、ここでは大地からつり
下げられた工房により空間が緩やかにしきられ、凸部分は大人が入れない
こどもの遊びの場所となる。積層された大地によって雨や雪から解放された
屋根は人々の休憩場所になる。
　以上のように大地と床の間の空間は通路であり、庭であり、住民共用の場
所である。共用部分が大きくなることで住戸部分は小さくなり、半外部空間
に生活があふれだしていく。
第4章　設計提案
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-床上自由利用
-床下ワークショップ
-凸状仕切り
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
大地の様相　【空間余地】　通風採光を考える。窓を開放することで自然風
を建物全体に通すことができる。また、内部化された地面により夏季に蓄熱
を防止する。無風時は煙突効果により空気が上昇し開口を通り抜けて窓か
ら抜ける。風のある時は開口を開けることで内部を風が吹き抜ける。夏季に
は芝生の地面が引き込まれている1層部分は内外を連続させるとともに、蓄
熱を防止する役割を持つ。また開口を開くことで内部を風が吹き抜ける。冬
期には内部に達する太陽光は床スラブやRC躯体に蓄熱される。
-季節や気候による床の環境変化
無風時 風のある時
夏季 冬期
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
大地の様相　【空間余地】　建具の変化。大地の間にうまれた余剰空間を積
極的に取り入れるため、各住戸は通常より少し大きな建具により、部屋の領
域を変化させる。住戸同士が隣り合う開口を開けることで、自分の領域を拡
張すること、まわりに対して生活を開くことを可能にする。
　開く、閉じると言うヒューマンスケールなふるまいにより、プライベート性を
持ったパブリックな空間の使い方となる
0-G.L＋19000mm 3 6 10（m）
2 戸の間の
プライベートな庭
吹き抜けに向いた
オープンな開口
オープンな開口
オープンな開口 プライベートな庭
Plan Section
第4章　設計提案
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-建具の開閉による空間の変化
4-3 設計提案
大地の様相　【素材の選択】　素材の選択による人工土地の設計を行う。各
機能の性質とアクティビティに合わせ、大地の素材を決定し「地面」とする。
同時に「地面」の配置により人々の活動も決定される。
土（褐色土）
植生【大】（森林・樹木）
比熱 0.9[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.2[W/m K]
コンクリート
基本テクスチャ
比熱 1.05[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.8[W/m K]
土（黒ボク土）
植生【中】（畑・低木）
比熱 0.9[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.2[W/m K]
土（赤黄土）
植生【小】（小さな菜園、草）
比熱 1.8[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.5[W/m K]
ガラス
環境制御
比熱 0.8[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.05[W/m K]
水
海との連続性
比熱 4.2[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.6[W/m K]
アスファルト
前面道路との連続
比熱 0.9[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.74[W/m K]
木
人が集まる場所
比熱 1.8[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.2[W/m K]
煉瓦タイル
落ち着いた場所
比熱 1.0[kJ/kg ℃]
熱伝導率 1.3[W/m K]
芝生
山との連続性
比熱 -[kJ/kg ℃]
熱伝導率 0.25[W/m K]
- 設計の方策【素材の選択】
第4章　設計提案
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4-3 設計提案
大地の様相　【素材の選択】　同様にこの場所で生活する人々の活動や用
途が変化することで地面が変化する。人々の手で生活の場である地面が更
新されていく。
　各層の素材配置の差異によりゾーニング以上の人々のふるまいが生まれ
る。
G.L ±0 mm
G.L ＋13,000 mm
G.L ＋5,000 mm
G.L ±＋19,000 mm
G.L ＋9,000 mm
G.L ±＋26,000 mm
52
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素材：木
人の集まる空間
素材：煉瓦タイル
落ち着く場所
素材：芝生
山との連続
53
第4章　設計提案
素材：土（黒ボク土）
畑、低木の生息
素材：土（褐色土）
森林・樹木
54
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第4章　設計提案
4-3 設計提案
大地の様相　【用途・活動の接続】　様々な活動をひと続きにし、立体的に
展開する動線、吹き抜けで接続することでそれぞれの居場所や活動が関係
しあうひとつの建築をつくる。
- 設計の方策【用途・活動の接続】
56
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4-3 設計提案
大地の様相　【用途・活動の接続】　動線を考える。住戸をつなぐ動線と大
地をつなぐ動線はからまりあい通常見ることのできないような空間体験を生
む。住宅部分へのエントランス、ギャラリーや工房の階段が連続して見え、
独特な空間を演出する。
- 住戸間、大地を接続する動線
57
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4-3 設計提案
大地の様相　【用途・活動の接続】　　大地を結ぶ動線は立面にもあらわれ
、街に対して様々な表情を見せる。
- 立面に現れる人々の移動
58
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4-3 設計提案
大地の様相　【用途・活動の接続】　　上下層の活動を接続するものとして吹
き抜けに着目する。住民は生活の中では吹き抜けとの距離の違いによりパ
ブリック性を選択する。吹き抜けの近くに寄るとパブリックな空間に、遠ざか
るとプライベートな空間となる。
吹き抜けの近くのパブリックな空間 吹き抜けから離れたプライベートな空間
59
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4-3 設計提案
大地の様相　【用途・活動の接続】　　天井高が高く、上階が吹き抜けている
とより、外のような空間となる。吹き抜けは大地を貫くように巨大なスケールで
あらわれ、そこは雨が流れ込んだり、鳥が集まってきたり、自然の中のような
場所である。
60
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4-3 設計提案
大地の様相　【用途・活動の接続】　様々な環境を受け入れ、環境そのもの
といえる大きな吹き抜けの隣には、プライベートな住戸が連続する。これらの
関係性はちょうど公園の横に暮らすような感覚である。
61
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4-3 設計提案
大地の様相　以上のような積層された「外部空間的生活」は都市へ大きく表
出する生活である。彼らの住まい方は街に対して時間や風景を表現し、建
築のファサードに現れる。
- 都市へ大きく表出する外部環境的生活
結　総括と展望
62
結　総括と展望
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結　総括と展望　人工土地の成り立ちや関連する思想を整理し、過去・現代
における建築作品から性質と構成要素を抽出した。設計提案では過去の人
工土地建築との差異を活かしながら設計を行うことで周辺環境に対し影響
関係を持つ、より有効な実践を示すことができた。以上より限定された土地
における自然、人、物のふるまいがスケールを跨ぎながら入り混ざる建築の
在り方を明らかにし、現代における人工土地建築の可能性を示した。
参考文献
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資料編
青木淳 / 文化施設 / 2015
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
防災・活動
⑴／B
地方都市
　5mの浸水があり得る土地への対処として, 全体を5m持ち上げることでピロティの空間が生まれ, その余白で自由な活動を行うことを目的として
人工地盤が設けられた. 人工地盤上部には表と裏の区別が無い回廊が巡り, 大小様々な部屋が軒を連ねる. 各空間を部屋として作ることで一つの用途
に限定されずいろいろな使い方を可能にする.
三次市民ホール きりり01
藤本壮介 / 店舗・オフィス・住宅 / 2015
形態
意図
断面構成
敷地
壁
緑化
⑴／B
都市
　屋根植栽でなく, 壁面緑化でもない鉢植えでもない, 立体化した地面としての柱梁フレームとしての垂直に伸びる人工土地である. この建物は建物
部と前面部からなる. 建物部が構造的工夫から凹凸の無い滑らかな空間を形成しているのに対し, 前面部はフレームが露出し樹木, 植物用給排水シス
テム, バルコニー, ファサード, エントランスといった街の様々な用途を含んだフレームが顕在化する計画といえる. 
Omotesando Branches02
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資料編
三分一博志 / 展望台/ 2014
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）+屋根
眺望
⑵／C
山頂
　座の空間, 天井, 柱, 壁からなるこの建築は全方位を見渡せるプランとなっており, 深く広がる庇が下がることで風景を縁取る. 靴を脱ぎ, 床に座り, 
景色を見渡せるよう四方に開いた回り縁としての人工土地である. 床から軒先までの高さは1,445mm, 天井高は2,100mmと周囲の眺望を際立たせる
ための高さである. 
瀬戸内海国立公園　宮島弥山展望休憩所03
元倉真琴 / 文化複合施設 / 2014
形態
意図
断面構成
敷地
起伏
緑化
⑴／D
地方都市
　RCの曲面体により構成されたウェーブにより屋上の緑化部分, その下の内部空間を有する. 断熱性能を高めるため, ひとびとが歩行できる屋上を緑
化し, 大きな庇として光を制御し, 雨水の貯水槽としての機能も担う. さらにここでは自然の丘を楽しむように建物内外のいろいろな場所を巡ること
ができる. 
サイエンスヒルズこまつ04
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資料編
中村拓志 NAP / 教会 / 2014
形態
意図
断面構成
敷地
螺旋
動線・構造体
⑷／G
山頂
　2つの螺旋がからみあい, それらが結びつき互いに支え合い自立する構造となる. この螺旋が絡まりあい屋根, 庇, 壁, 床となりながら空間が生成さ
れる. 更に動線としても機能し, 周長約160mの螺旋は２人が向かい合う頂上や庇を深くして日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など場所や機能
によって幅を替える. 
Ribbon Chapel05
Vo Trong Nghia / 幼稚園 / 2014
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
運動・農業
⑵／E
工業団地
　緑化屋根は一筆書きの三重の輪を形作り, 内側に3つの中庭を囲い込む緑化屋根の両端部は中庭に滑り込む. 連続的な緑化屋根により, こどもたち
の安全な遊び場と農業体験をもたらす. またこの屋根に上り歩き回ることで特別な形で自然と親しむ. 
Farming Kindergarten06
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資料編
Herzog＆de Meuron/ 美術館 / 2014
形態
効果
ふるまい
敷地
複製（複）+屋根
防災・眺望
歩行
海岸沿い
　海に面することから冠水した時のため美術館は敷地から持ち上げられる. 外部, 内部ともにコンクリートと木材を組み合わせた建物の下は開放型
の駐車場, 上部はキャノピーに覆われヴェランダ状のパブリックスペースとなる. 建物はキャノピー, プラットフォーム, 列柱, 植物で構成され, ヴェラ
ンダが敷地全体に広がった状態である. 
Perez Art Museum Maiami09
手塚貴晴+由比 / 教会・幼稚園/ 2013
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
活動
⑵／F
住宅地
フリーハンドによる楕円形平面は牧師と参列者の距離を最小にしつつ一体感が生まれる形態として導かれた. 教会空間で大切なのは光である. それ
以外の要素は少なければ少ない程良いからだ. カウボーイハットのつばような部分は地域と神聖な領域の緩衝領域である. 幼稚園は月～金, 週末には
教会機能を補助する空間となる. 
茅ヶ崎シオン・キリスト教会/聖鳩幼稚園07
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山田紗子 / 住宅(実寸模型)/ 2012
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
余剰空間
⑶／C
ー
　地面から大地が連続し空間をつないでいくように, そして各々が下に広がる空間の屋根になるように屋根が1枚ずつ重ねられる. この家の中では屋
根の下も上もどこでも自由に暮らせる. 何本も並べられた大黒柱とそれらと交わる水平面が計画され, 屋根や柱の疎密により空間の性格が大きく異
なる. 強い囲いによって作られた場でなく1つ1つの大切な物や場所が集まり折り重なった時にあらわれるそのすべてを未来の家として提案された. 
柱の家09
近藤哲雄 / 遊歩道 / 2012
形態
意図
断面構成
敷地
螺旋
動線
⑷／G
森林
　全長95mのスロープは最大8m程度のスパンを持ちながら14本の樹木で支持されている. 地上から森を見上げるのではなく葉っぱに近づき枝枝の
間を抜けていく. この道を歩くことでいつもと異なる視点により森の姿が少し違って感じられる. 
A Path in the forest08
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資料編
手塚貴晴+由比 / 英会話教室・バス待ち合い所 / 2011
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
動線
⑶／E
住宅地
　平面形は敷地内に立つ大きなケヤキの梢の影をなぞった楕円形をしている. 高さ5mに満たない建物にはその平面系に沿って床が7枚入っている. 
建物の半分は外部である. 約3cm角の柱に支えられ最大1mの段差を持つ7枚の床はアンツーカで仕上げられ園児がこけてもけがをしないように作ら
れている. 
Ring Around a Tree10
SANAA / 文化施設 / 2011
形態
意図
断面構成
敷地
複数
庭
⑴／B
低層過密住宅地
　周辺の建物と合わせ何本も並べ長大なボリュームを避け, 部屋サイズのスラブを平面, 断面方向に小さくずらしながら配置する. 高さの違うスラブ
を実現し庭やテラス, 駐車場を部屋と一緒に並べることで屋内外が混ざり合ったような空間が全体に広がる. 駐車場や庭を住戸とともにならべ高密
度ながら通気や採光を確保する. 持ち上げられた空間はガラスで囲まれた部屋とテラスが等価に混ざり合う風景を生み出す. 
石神井アパートメント11
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資料編
アトリエ・ワン / 公園・駐車場 / 2011
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
人工地盤
⑴／A
都市
　市街地に不足しがちな公園と公共駐車場を人工土地を介して導入した例である. 坂出とならんで日本で実現した人工土地例の最初期の例と言える. 
建設から約50年経った現在公園を拡幅しフェンス際や木の間を歩けるようにしたり敷地内に生える木々の枝を払い視線の抜けを良くしたり, 大階段
上をパーゴラとデッキとした. パブリックスペースの拡張としての計画. 
みやしたこうえん（宮下公園）12
生物建築舎/ 長屋 / 2011
形態
意図
断面構成
敷地
孔
庭
⑸／A
地方都市
　コンクリートの塊を無数に刳り貫かれる. さらにそのボイドが各住戸の占有空間でインフラを備える. 無数の外部は明確な機能は持たず, 庭園, ダ
イニング, 駐車場, ギャラリーなど工夫次第で思い思いの場となる. 車をおくこともでき, 将来, 自動車が住居の機能を拡張することも想定している. 
萩塚の長屋13
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資料編
三分一博志 / 住宅/ 2011
形態
意図
断面構成
敷地
門型
環境
⑴／C
住宅地
　敷地の南北からの卓越風を取り込むために居住空間を高い位置に持ち上げ, 地上に外部空間を造り出した. 川や山を望む眺望を得るととも地上部
に庭をもたらすため, 居住空間を高く持ち上げた. 南北によって異なる形態により居住空間には風や光が満たされる. 
速度の家14
Jurgen Mayer H. / 広場/ 2011
形態
意図
断面構成
敷地
門型
眺望・動線
⑶／D
都市
　地下とパラソル内の市場やレストランから成り, 頂上の360度眺望が開けたテラスが設置されている. ワッフル型に十字交差した木製の梁で作られ
た6つの巨大なパラソルの複合体で構成されており, 150x70mに及ぶ世界最大の木造構造物である. 
Metropol Parasol15
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西沢立衛 / 住宅・オフィス/ 2011
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
庭
⑵／A
都市
　クライアントの要望を満たすため, 巨大ビルに囲まれて谷底のような敷地から, 壁の無い建築を考えた. 最終的に各階壁なしのまま水平スラブだけ
が垂直に積層される. 各階の質は様々に異なり, そのどれもが庭を持ち屋外に出て外で風を感じたり読書をしたり, 夕涼みしたりといった開放的な生
活ができるよう考えられた. 各階の質はスラブの大きさより小さい部屋と庭を自由な形で造ることでそれらの関係を作ることが可能となった. 
Garden＆House17
Peter Zumthor / メモリアルギャラリー / 2011
形態
意図
断面構成
敷地
吊り
浮遊
⑶／E
荒野
SteilnesetMemorial for the Victims of the Witch Trials16
　打ち上げられた船のようなものが木構造によりつられている. 木, 帆布, ガラスなどからなるシンプルな直線的な形状が海岸に対峙し, 打ち上げら
れた船のように見える. なかに入ると, 長さ125メートルにも及ぶ細長い廊下のような空間に犠牲者たち91人分のガラス窓があり, その前にはそれぞ
れの命や人生を象徴する電球とそれぞれの裁判の記録や資料などが展示されている. 
76
資料編
オンデザイン / 共同住宅 / 2010
形態
意図
断面構成
敷地
門型
OS・機能分化
⑶／B
中高層住居専用地域
　地面に近いほど暗く, 空に近いほど明るいという敷地（谷地）の特性上, その空間性を断面的に活用するため4本の壁柱に高く持ち上げられたスラ
ブ上に小屋が載るピロティのような構成とした. スラブの下は暗くても快適であるように天井高を約5mとり, 大きな空気量を誇る展示のためなどの
共有広場となっている. 対してスラブの上は小屋を田の字型に4つに分割し各々は小さいが明るいので天井高はおさえた. 
ヨコハマアパートメント18
Herzog＆de Meuron/ 複合施設（駐車場、店舗、個人住宅） / 2010
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
活動・眺望
⑸／A
都市
　車を停め, 周辺施設へ出かけるための駐車場の積層からなる複合施設である. 他の常設仮設的プログラムのために天井高は標準の2倍もしくは3倍
の高さまで高さが保たれ, 各階の高さに変化を付け, 変化のあるスペース, 空気の流れ、眺望を得る可能性をひらいた. . 店舗ユニット, 住宅は上層階に
配置される一方で美しい眺望を背景にパーティ, 写真撮影, 映画撮影, ファッションなど使用可能である. 
1111 Lincoln Road19
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o+h 他 / フォリー/ 2009
形態
意図
断面構成
敷地
孔
地形
⑵／A
公園内
　水平な地面が続く人工の土地に新たな地形を作り出した. 円形の敷地に沿って地面を持ち上げたような形である. 光の降り注ぐ場所, 土のにおいの
するひっそりとする場所, 縁側のような日だまりのような場所などを洞窟を探検するように探し出していく. 更にその上には屋根から頭を出してあ
たりを見渡す. 
地層のフォリー20
山本理顕 / 研究開発施設/ 2009
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
環境
⑴／A
工業団地
　敷地全体に実験室を配置する. 1階実験室の屋根を緑化し, 研究者のための屋上庭園とするとともに, 実験室での空調負荷を極力小さくしている. 屋
根の上にキノコ型のストラクチャをくみ上げる. M2階には1階の給排気塔が設けられ，設備層として機能する．1階上部は全く異なるシステムが載
り透明な空間がつらなる. 6000×9000のモデュールで組まれた1階のスタティックな構造に対して2階は曲線を使った自由なプランにより計画され
ナミックステクノコア21
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資料編
妹島和世 / 集合住宅/ 2008
形態
意図
断面構成
敷地
孔
庭
⑶／B
低層住宅地
　一部がピロティで持ち上がることによって全住戸が自分の庭を持てるよう計画される. 所々庭が室内に食い込み, テラスが各住居に計画される. 中
庭の一部が切れて敷地の外につながっていくかたちにより「見えない, 見える」ということではなくプライバシー, 外部との完全な切断でない, 周り
との関係が築かれる. 
大倉山の集合住宅23
James Corner Field Operations and Dller Scoﬁdio+Renfro / 公園・パブリックスペース / 2009
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
緑化・動線
⑴／A
都市
　ハイラインは単一的で線的な形状にあらわれた自然と, 砂利, 鉄, RCにより強く性格づけられている. ①オープンジョイントによる舗装システムに
より端部や継ぎ目から植生が固い素材と混ざり合い自然との混合により独特のテクスチュアを生み出す. ②長い階段, 曲がりくねる通路, 所々の隙間
により場所変化に対する感覚が呼び覚まされ, ものごとのスピードを緩める. ③これらはより大きく, より目立つようにという現代の傾向に逆行した
微妙な寸法により達成される. 
The High Line22
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山本理顕 / 庁舎 / 2008
形態
意図
断面構成
敷地
起伏
緑化・地形
⑵／F
xxx
　地表面から隆起する緩やかな起伏を持った広場であり, 地表面と連続し, 日常的に開かれている場である. 起伏を利用し屋外劇場のような使い方も
想定され, 2等のタワーは連続するようにあらわれる. 
福生市庁舎24
Renzo Piano  / 自然科学博物館 / 2008
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
緑化・環境
⑶／D
森林
　屋根は高耐干性の地方原産の植物と亜雄編からの連続によりランドスケープの一部になる. グリーンルーフにより雨を防ぐガラスキャノピーとし
て影を作りガラスにはめ込まれたPVセルにより電力を創出する. また天窓により転じ空間に自然光をもたらし, 自然換気のための自動開閉を可能と
する. 
Calfornia Academy of Sciences25
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Dominique Perrault / 大学施設 / 2008
形態
意図
断面構成
敷地
谷
増床・緑化
⑵／G
都市
　地形に沿って切り取られた継ぎ目としての断層にキャンパスセンターが計画される. 地上部は緑化され人々が多く通り抜ける. 都市から連続した
入り口として大学と都市を結びつける. キャンパスセンターは内部空間を増床させることを許容すし地上部では樹木や花, 草木で覆われた人々が集
い打ち解けた授業が行われ人々の憩う場所となる. 
Ewha Womans University26
手塚貴晴+由比 / 幼稚園 / 2007
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
活動
⑵／C
住宅地
　行き止まりの無い空間をつくるため楕円形のプランとなって平均おり, 園児が屋根の上で1日に平均4,000m駆け回る活動の場である. 木々は屋根
を突き抜けて立ち, 屋根には20個のトップライトが設けられる. 
ふじようちえん27
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山本理顕 / 美術館/ 2007
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
環境,眺望
⑵／F
海岸沿い
　山側に屋上広場, 海側に芝広場が設けられる. 自然に囲まれた優れた条件を利用し, 景色の良い場所として屋上を利用する. 屋上はすべてガラス張
りで, その上にグレーチングの床がある. これにより昼間は外から光が入るけれど, 夜になると逆転し, 光が外に漏れ, 建物がショーケースのようにな
る. これは鉄板の皮膜とガラスの外皮, その周りのギャラリー, 外皮の外には中庭という何重にも固まれているような建築の内部にも影響を及ぼす. 
横須賀美術館28
MVRDV / 展望塔 / 2007
形態
意図
断面構成
敷地
螺旋
眺望・動線
⑷／G
山頂
　山頂から伸びる2つの輪郭線は, 敷地の等高線を縦方向に引っ張るように形態が決定され, 外側と内側の2重のスパイラルをかたどりながら展望塔
の遊歩道を形作る. 全長146m, 地上14.6mの高さには4つのクレストがあり, 展望塔内にはヴォイドがありその内部空間では小規模展示会やインスタ
レーションを行うことができる.
ANYANG PEAK29
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坂茂 / 複合オフィス/ 2007
形態
意図
断面構成
敷地
複製（複）
緑化
⑵／E
都市
　店舗とオフィスからなる13層のフロアを4つに分ける大開口部は，吹き抜けにもなっており垂直庭として緑は地上50mの最上階までめぐらされて
いる. 1-4，5-7，8-10，11-13階には10mを超える天井高を持つ壁一面が緑化されたアトリウムとして機能し,  地価が高い場所にパブリックな場所と
して, 切り取られ持ち上げられた地盤面である. 
ニコラス・G・ハイエックセンター31
Carl-Viggo Holmebakk/ 展望台 / 2007
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
眺望・環境
⑴／A
森林
　ノルウェーの画家ハラルド・ソールベリの作品のモチーフとされた風景のため, 木をきらず木を傷つけない基礎が打たれた. その基礎を手がかり
に梁が設けられ, その梁が手すりとして使われる. 
Sohlbergplassen Viewpoint30
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鈴木雅和+貝島桃代 / 文化施設 / 2006
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
緑化
⑵／F
公園内
　鉄骨トラス屋根の上は中高木を含めた植栽が施される. カーブを描いた屋上緑化が施された屋根は15本のシリンダーにより支えられる. 緑化され
た屋上は, 柔らかくうねる屋根の形を生かし起伏する地形をつくり, 前面の広場を囲み, 散策, 休憩, 市街地の眺望をゆったりと楽しむことができる. 。
シリンダーの上には公園内から移植した大木を配置し, 建築や構造物の上に設ける立体的な公園として計画される. 
昭和記念公園　花みどり文化センター32
三分一博志 / 病院 / 2005
形態
意図
断面構成
敷地
複製（単）
緑化
⑴／C
低層住宅地
　駐車場をピロティで確保しながら診療空間を増築する計画である. 光と診察空間の関係から建築を北向きに開き, 既存の植生とランドスケープを
残し, 南側屋根は緑化された. 1階はＳ造であり, 駐車場を確保するためのピロティになっている. 2階はW造であり, 南側の外壁と屋根が緩やかなカー
ブを描きつつ一体化し, 緑化される. 
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資料編
伊東豊雄 / 公園・公園施設 / 2005
形態
意図
断面構成
敷地
起伏
緑化・地形・動線
⑴／D
人工島
　公園の緩やかな地形の中にランドスケープと一体となった全く新たな自然を作り出す. スパイラル状にねじれた屋根に散策路が広がる. 植物が育
つことで建築とランドスケープの境界が消えていくことが意図されている. 
アイランドシティ中央公園中核施設　ぐりんぐりん34
PLOT（BIG + JDS） / ヨットクラブ・ユースハウス / 2005
形態
意図
断面構成
敷地
起伏
機能分化
⑴／D
海岸沿い
　ヨットクラブとユースハウス必要とされる2つの機能を両立するため, デッキの浮かび上がりにより, 下にボートを収納, 上はこどもたちが自由に
走り回り遊ぶことができる. ユースハウスの部屋としてのウッドデッキこそが屋内外全てのプログラムを包括している. 
Maritime Youth House35
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表２）。14 世紀に再建されたポンテ・ベッキオから、バベルの塔のよ
うな空想的なものに至るまで、人工土地に類する事例は古くから散
見されるが、近代前・後で傾向が異なる（図４）。以下の項では近代
以降、人工土地概念を展開したル・コルビュジエ、日本の初期モダ
ニズムにおける地面に対する態度を掲げた A・レーモンド、吉阪隆正、
大高正人を取りあげ、特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン、
レーモンド自邸、吉阪自邸、坂出人工土地を中心に考察を行った。
分析を通し、コルビュジエ以降の日本における人工土地はドミノ・
システムの派生として展開されることが明らかとなった（図５）。
2-1-1 ル・コルビュジエ　ル・コルビュジエは 1930 年代に白い箱を
抜け出し大地を目指し打ち放しコンクリート仕上げとピロティの新
しい形という２つの工夫を凝らした。コンクリートはその可塑性、
一体性、構造実現可能性から現在も多く利用され、素材の表現だけ
でなく建築の構造的、機能的原理が素材の露出という手段を介して
造形化、視覚化されている。ユニテ・ダビタシオンではピロティに
設けられた人工土地は機械、配管スペースとして機能する。また地
面に打ち込まれた楔のようなピロティは視覚的効果を損なわないよ
う、建物と地面の接点を注意深くデザインした結果である。
2-1-2 アントニン・レーモンド　レーモンド自邸では 2 つの煙突を
中心に箱が積み上げられていく構成であり、それぞれの箱の上に３
つの庭を持つ。それぞれの箱が人工土地として作用し、庭として利
用され室内に面する。著書 * でも語られるように、レーモンドは庭に
出ての食事など日本人の生活の特徴は大地に接することだと考えて
おり大地への親近感を表現するため、大地を連想させるような荒々
しいコンクリートの表現がなされている。ル・コルビュジエのスイ
ス学生会館より 10 年早く打ち放しに取り組んでいるおり、具体的に
「打ち放しは大地の一つである」と世界で初めて述べた。
2-1-3 吉阪隆正　戦後の宅地不足に悩む住宅問題の緩和のため、吉
阪は公営住宅の代替案として「人工公営土地」を提案する。彼の提
案は上下水道、電気、ガスなどを整えたコンクリートの人工的な土
地をつくり各々が自由に家を建てることができるというものであり、
この思想をもって吉阪自邸は建設された。インフラストラクチャー
の設定により個人の自由と集団の利益を両立させるシステムを身を
■序　背景と目的
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除すること
で都市生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り
組みや先の震災を経た現在、建築は自然に対し安全性を重視した強
固な結界を築き、自然との距離をおきつつある。建築は地面の上に
建てられ、その地面の上に様々な部材の複合体として形作られるも
のであるにも関わらず、建築と地面の関係は希薄である。
　地面に着目した設計要素に人工土地という言葉があるが、建築が
自然の地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり建築や
土木分野で第２の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上
に建てられた建物の上に土を入れ、植物を入れ、緑地は必ずしも自
然の土の上のものだけでないことを示している。人工土地は空間を
構成する構造物であり（図１）、建築と同様に独自の形態で計画され
るのが本来の姿と言え、土地と建築を結ぶ第３の要素として人間の
ための豊かな環境を創出する。戦後、人工公営土地提案を皮切りに
現実の都市とは遊離した都市構想がなされた後、都市への人工土地
の導入が進んでいるにも関わらず現在、人工土地の効用や魅力を把
握する意匠論はあまり多くない。
　本研究では自然と建築の中間体であり様々なスケールの空間や出
来事、人々の自由な活動を受け入れる「地面」として人工土地に着
目し、建築計画、設計、意匠に与える影響を分析し、現代における
有効性と可能性を検証することを目的とする。
■第１章　「地面」と建築の関係性
1-1「地面」の定義
　地面とは通常、大地の表面を指すが本研究では『建築の領域にお
いて活動に自由度がある内部空間もしくは外部空間』とする（図２）。
1-2 建築テーマとしての「地面」
　地面と建築の関係性を説明するためそれらの関係を建築テーマと
して捉えるということが如何なることなのかを説明する。この項で
は現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているものを
収集し、テーマを成立させる建築的なかたちに着目し分類、整理し
する。建築を地面の一部として位置づけた「一体」、地面を建築要素
として利用する「部分」、地面との差異を強調する「対比」、ひとつ
づきの地面により建築との連続性を表現する「連続」、人工的な地面
をうみだす「複製」、既存の地面の上に新たな地面を生む「包含」、
地面に接することのない「希薄」に分類し建築の「地面」に対する
７つの態度を見出した（表１）。モダニズムの流れの中で「分離と融合」
の傾向があることがわかった。地面と建築の関係性を連続 - 不連続、
融合 - 分離という座標で整理し、地面に着目した設計要素としての
人工土地の位置づけを明確にした（図 3）。
■第２章　人工土地の展開
2-1 人工土地に関する言説
　本項では人工土地を定義し、その歴史的流れを整理した（図２、
トブロックが用いられたのは、金銭的・造形的理由からによる。
2-1-4 大高正人　吉阪の人工土地を経て、1962 年に建設省（現国土
交通省）の委託により人工土地を都市開発の手法として実用化する
為の調査研究を行う人工土地部会が発足し、人工土地方式による都
市再開発手法の研究がなされた。坂出人工土地では建築物を始め都
市的設備やオープンスペースなどの基礎となるべき半永久的なスラ
ブを一種のインフラストラクチャーとして架構し、この下部に地区
に必要な都市装備や公共施設を集約化して設け、上部には各種建築
群をオープンスペースとともに計画的に配置した。ここで述べられ
る人工土地は吉阪の提案とは異なり都市的な課題を解決する手法と
して定義され、歩車分離などの機能分化のためのプラットフォーム
という面が強調された。
2-2 人工土地と関連する思想（図７）
2-2-1 メタボリズム　人工土地の展開は 1950 年後半にメタボリズム
に引き継がれていく。 彼らは吉阪の多様性を持つ人工土地とは異な
り、大高の「坂出」のように自由な土地とインフラストラクチャー
の形状を追究した。菊竹清訓は人工土地を生活を支持する構造体と、
生活に必要な施設と生活を守る環境がひとつのものとして考えられ
なければならないと述べ、大高、吉阪が提案した人工土地を単なる
大地の複製である「水平」と批判し、自らは新たな人工土地として
垂直に伸びる壁面として捉え「東光園（1964）」において水平だけで
も垂直でもない建築の姿が構想されている。
2-2-2 スケルトンインフィル　1955 年に発足した日本住宅公団が手
がけた晴海高層アパートや広島基町アパートではでは長期にわたり
使い続ける主要構造体と社会の変化に対応して変わりうる二次構造
体を明確に分離する建築思想が採用された。つまりラーメン構造の
構造体に二次構造体を入れ込むという計画である。 これらは変わら
ない部分と変わる部分を明確に分離する計画思想に基づくものであ
る。しかしこの決定的な構造により、使用法、分割法が明確にかつ
永続的に決定されており、変化が許されなかった。その結果として
部分の変化に対応できず、社会へ適応することができなかった。
2-3 坂出人工土地分析
　前項までで得られた考察とともに、改めて坂出人工土地を図面、
現地調査から再考する。日本において初めて実現した「坂出」の実情、
利用状況等を整理し、人工土地によってできた空間、活動、またそ
れらの集積としての空間を分析した（図 8）。
章結　人工土地の傾向と共通要素
　４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地
の共通要素を明らかにした。
■第３章 「人工土地」事例分析
3-1 「人工土地」の定義と分析対象
　前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代建築における「人工土
地」を『外部利用可能な空間』と再定義し(図9)、「人工土地」建築
36事例から各事例が用いている意図と形態操作を分析する。
3-2 事例の類型化と整理
　各事例から読み取ることのできた意図と傾向を前章の共通要素を
ふまえて類型化、考察する（図10）。
1）機能的視点から見た「人工土地」 外部空間を持つスラブを複層
することでバルコニーやテラス、ベランダ等「活動を誘発する場」
を創出する。また過去の人工土地の系譜として高く持ち上げられ敷
もって示した。最初に人工土地としてドミノのような RC 躯体が作ら
れその後ブロックとレンガによる外壁、間仕切り、サッシ、家具等
を取り付けていく段階的建設が行われた。また壁の材料にコンクリー
地の短所を断面的に活用することで「歩車分離」や2011年以後に設
計が開始された作品に見られる「防災」という効果を持つ。
2）環境的視点から見た「人工土地」　建築を「緑化・地形化」する
ことで都市に対し、公園や緑地のような機能を提供する。また「環
境制御」手法としても屋上緑化により断熱性能を高め、大きな庇の
ような存在として光の制御や雨水の貯水槽としての機能を担う。異
なる素材の面的・重層的な重なり合いや部材配置、透過性のある素
材による給排気、採光が顕著に見られる。
3）眺望的視点から見た「人工土地」　スラブ上を歩き風景や自然の
細部を感じることが意図される。更にそれ自体が「動線」や「構造
体」としても機能し、日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など
周辺環境との応答や機能によりその幅を変化させ、屋根、庇、壁や
床となりながら空間が生成される。
4）形態的視点から見た「人工土地」　６種類の形態的特徴が見られ
た（図11）。人工土地は敷地や用途に関係なく機能、環境、眺望と
いう観点により大別することができ、求められる空間に応じて形態
が使い分けられていることを明らかにした。
3-3 接続性に関する分析
　対象事例について、吹き抜けパタンと断面形状をまとめて「断面
構成」とし、積層方法と上下の接続に関して分析を行う（図12）。
吹き抜けは用途の開放性の差異から空間の連続性の必要性に応じて
使い分けられ、特に高さ方向の変化による外部空間確保や樹木や美
術作品などの象徴的なオブジェクトのための空間の確保など空間の
縦方向の疎密を必要とする際に多用される（図13）。断面形状につ
いては法的制限による外形（「A.フラット」「B.段状」「C.片流
れ」）、地形を想起させる「D.曲線」、異なる構造や形態の組み合
わせにより周囲に対し異なる様相があらわれる「E.組み合わせ」、
人工的な大地の表裏を感じさせる「F.貫入」、建築ではなくあくま
で自然を主張するかのような「G.点在」に分類でき、地面と建築の
接続性を整理した（図14）。
3-4 現代における人工土地に関する考察
　前章で抽出した人工土地の５つの共通構成要素、前項までの分析
から「人工土地」における８つの傾向が明らかになった（図15）。
これらは【素材の選択】、【用途・活動の接続】、【空間余地】、
【エントランス】、【構造】という建築構成要素に整理でき、過去
と現在における人工土地の差異として理解することができる。
3-5 まとめ
　かつての人工土地は土地の不足に対してインフラストラクチャー
を内包する合理的なシステムにより解決を図り、既存の地面だけで
は不可能な都市的な課題を「人工的に造り出された土地」によって
可能にした。しかしながら人工土地の最大の特徴は安定したインフ
ラの供給や都市居住への特殊解でなく、人工土地による周辺環境か
らの断絶による敷地に対する従属からの解放である。更新頻度の異
なる「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼ね備え、それらが
両極的な要素であるからであるからこそ土木を建築の範疇まで接近
させ周辺環境から解放される。一方、現代における「人工土地」建
築では近代建築の延長である床の積層と異なり、スラブが地上から
段階的に繋がることで隣接する層や周辺環境に対し、影響関係を持
つ傾向がある。このような理由から「人工土地」建築の多くは周辺
環境に対する都市的視点を有することが分かった。
■第４章　設計提案
4-1 計画概要
　これまでの分析の有用性を示す試みとして、前章での考察をもと
に積層建築の設計を行った。敷地は海と斜面に挟まれた街広島県尾
道市とし、その中でも多くの建物が密集して立ち並ぶ平地部分であ
る（図18）。用途はアーティストインレジデンス（以下AIR）、シェ
ア工房を中心とした複合施設とする。
4-2 設計プロセス
　現代における人工土地建築を示す試みとして【素材の選択】、
【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構
造】について具体的な方策を設定し設計手法として適応する（図
17）。それぞれの独立した有用性を確認すると共に、互いの効果を
失わないように組み合わせ、空間化を行う。
4-3 設計提案
　4-2で示した設計の方策から５層からなる積層建築を設計した。一
般的な人工土地は積層されたスラブ上にそれぞれ異なる空間が展開
される。素材や開口により隣接する層と段階的に関係性を持つ本設
計提案では地面と活動が相互関係を持ちながら空間が規定され、行
為が展開する。また「不動」のストラクチャーとしての大地から
「可変」的な建築を浮かした高さ方向の変化によって周辺環境との
距離感を調節することで、人々は地面を共有し互いに影響を与え合
う関係性が生まれる。また通常考えられる建ぺい率に使われる建材
を、床面積をそのままに体積を増やし疎の空間とすることで、周辺
に建つ建物よりも高くなり街を見渡すことができる。そこにAIR、
シェア工房という機能と、それを巡る動線を付加することで人々は
その動線に沿ってものづくりの過程を楽しむことができる。
■結　総括と展望
　人工土地の成り立ちや関連する思想を整理し、過去・現代におけ
る建築作品から性質と構成要素を抽出した。設計提案では過去の人
工土地建築との差異を活かしながら設計を行うことで周辺環境に対
し影響関係を持つ、より有効な実践を示すことができた。以上より
限定された土地における自然、人、物のふるまいがスケールを跨ぎ
ながら入り混ざる建築の在り方を明らかにし、現代における人工土
地建築の可能性を示した。
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　『都市活動の発展のために土地の絶対面積が不足した
り , 種々の理由で都市機能を満足し得なくなったような
場合など , もともと土地がその都市的利用に困難なさま
ざまの条件を持っているとき , そこに造成しなければな
らない各種の都市施設やオープンスペースとなる構築物
である . 』
日本建築学会　都市計画委員会　人工土地部会「人口土地成立条件、
効果及び計画」（『建築雑誌』1963 年 5 月号）
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図２ 地面の定義
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表２）。14 世紀に再建されたポンテ・ベッキオから、バベルの塔のよ
うな空想的なものに至るまで、人工土地に類する事例は古くから散
見されるが、近代前・後で傾向が異なる（図４）。以下の項では近代
以降、人工土地概念を展開したル・コルビュジエ、日本の初期モダ
ニズムにおける地面に対する態度を掲げた A・レーモンド、吉阪隆正、
大高正人を取りあげ、特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン、
レーモンド自邸、吉阪自邸、坂出人工土地を中心に考察を行った。
分析を通し、コルビュジエ以降の日本における人工土地はドミノ・
システムの派生として展開されることが明らかとなった（図５）。
2-1-1 ル・コルビュジエ　ル・コルビュジエは 1930 年代に白い箱を
抜け出し大地を目指し打ち放しコンクリート仕上げとピロティの新
しい形という２つの工夫を凝らした。コンクリートはその可塑性、
一体性、構造実現可能性から現在も多く利用され、素材の表現だけ
でなく建築の構造的、機能的原理が素材の露出という手段を介して
造形化、視覚化されている。ユニテ・ダビタシオンではピロティに
設けられた人工土地は機械、配管スペースとして機能する。また地
面に打ち込まれた楔のようなピロティは視覚的効果を損なわないよ
う、建物と地面の接点を注意深くデザインした結果である。
2-1-2 アントニン・レーモンド　レーモンド自邸では 2 つの煙突を
中心に箱が積み上げられていく構成であり、それぞれの箱の上に３
つの庭を持つ。それぞれの箱が人工土地として作用し、庭として利
用され室内に面する。著書 * でも語られるように、レーモンドは庭に
出ての食事など日本人の生活の特徴は大地に接することだと考えて
おり大地への親近感を表現するため、大地を連想させるような荒々
しいコンクリートの表現がなされている。ル・コルビュジエのスイ
ス学生会館より 10 年早く打ち放しに取り組んでいるおり、具体的に
「打ち放しは大地の一つである」と世界で初めて述べた。
2-1-3 吉阪隆正　戦後の宅地不足に悩む住宅問題の緩和のため、吉
阪は公営住宅の代替案として「人工公営土地」を提案する。彼の提
案は上下水道、電気、ガスなどを整えたコンクリートの人工的な土
地をつくり各々が自由に家を建てることができるというものであり、
この思想をもって吉阪自邸は建設された。インフラストラクチャー
の設定により個人の自由と集団の利益を両立させるシステムを身を
■序　背景と目的
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除すること
で都市生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り
組みや先の震災を経た現在、建築は自然に対し安全性を重視した強
固な結界を築き、自然との距離をおきつつある。建築は地面の上に
建てられ、その地面の上に様々な部材の複合体として形作られるも
のであるにも関わらず、建築と地面の関係は希薄である。
　地面に着目した設計要素に人工土地という言葉があるが、建築が
自然の地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり建築や
土木分野で第２の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上
に建てられた建物の上に土を入れ、植物を入れ、緑地は必ずしも自
然の土の上のものだけでないことを示している。人工土地は空間を
構成する構造物であり（図１）、建築と同様に独自の形態で計画され
るのが本来の姿と言え、土地と建築を結ぶ第３の要素として人間の
ための豊かな環境を創出する。戦後、人工公営土地提案を皮切りに
現実の都市とは遊離した都市構想がなされた後、都市への人工土地
の導入が進んでいるにも関わらず現在、人工土地の効用や魅力を把
握する意匠論はあまり多くない。
　本研究では自然と建築の中間体であり様々なスケールの空間や出
来事、人々の自由な活動を受け入れる「地面」として人工土地に着
目し、建築計画、設計、意匠に与える影響を分析し、現代における
有効性と可能性を検証することを目的とする。
■第１章　「地面」と建築の関係性
1-1「地面」の定義
　地面とは通常、大地の表面を指すが本研究では『建築の領域にお
いて活動に自由度がある内部空間もしくは外部空間』とする（図２）。
1-2 建築テーマとしての「地面」
　地面と建築の関係性を説明するためそれらの関係を建築テーマと
して捉えるということが如何なることなのかを説明する。この項で
は現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているものを
収集し、テーマを成立させる建築的なかたちに着目し分類、整理し
する。建築を地面の一部として位置づけた「一体」、地面を建築要素
として利用する「部分」、地面との差異を強調する「対比」、ひとつ
づきの地面により建築との連続性を表現する「連続」、人工的な地面
をうみだす「複製」、既存の地面の上に新たな地面を生む「包含」、
地面に接することのない「希薄」に分類し建築の「地面」に対する
７つの態度を見出した（表１）。モダニズムの流れの中で「分離と融合」
の傾向があることがわかった。地面と建築の関係性を連続 - 不連続、
融合 - 分離という座標で整理し、地面に着目した設計要素としての
人工土地の位置づけを明確にした（図 3）。
■第２章　人工土地の展開
2-1 人工土地に関する言説
　本項では人工土地を定義し、その歴史的流れを整理した（図２、
トブロックが用いられたのは、金銭的・造形的理由からによる。
2-1-4 大高正人　吉阪の人工土地を経て、1962 年に建設省（現国土
交通省）の委託により人工土地を都市開発の手法として実用化する
為の調査研究を行う人工土地部会が発足し、人工土地方式による都
市再開発手法の研究がなされた。坂出人工土地では建築物を始め都
市的設備やオープンスペースなどの基礎となるべき半永久的なスラ
ブを一種のインフラストラクチャーとして架構し、この下部に地区
に必要な都市装備や公共施設を集約化して設け、上部には各種建築
群をオープンスペースとともに計画的に配置した。ここで述べられ
る人工土地は吉阪の提案とは異なり都市的な課題を解決する手法と
して定義され、歩車分離などの機能分化のためのプラットフォーム
という面が強調された。
2-2 人工土地と関連する思想（図７）
2-2-1 メタボリズム　人工土地の展開は 1950 年後半にメタボリズム
に引き継がれていく。 彼らは吉阪の多様性を持つ人工土地とは異な
り、大高の「坂出」のように自由な土地とインフラストラクチャー
の形状を追究した。菊竹清訓は人工土地を生活を支持する構造体と、
生活に必要な施設と生活を守る環境がひとつのものとして考えられ
なければならないと述べ、大高、吉阪が提案した人工土地を単なる
大地の複製である「水平」と批判し、自らは新たな人工土地として
垂直に伸びる壁面として捉え「東光園（1964）」において水平だけで
も垂直でもない建築の姿が構想されている。
2-2-2 スケルトンインフィル　1955 年に発足した日本住宅公団が手
がけた晴海高層アパートや広島基町アパートではでは長期にわたり
使い続ける主要構造体と社会の変化に対応して変わりうる二次構造
体を明確に分離する建築思想が採用された。つまりラーメン構造の
構造体に二次構造体を入れ込むという計画である。 これらは変わら
ない部分と変わる部分を明確に分離する計画思想に基づくものであ
る。しかしこの決定的な構造により、使用法、分割法が明確にかつ
永続的に決定されており、変化が許されなかった。その結果として
部分の変化に対応できず、社会へ適応することができなかった。
2-3 坂出人工土地分析
　前項までで得られた考察とともに、改めて坂出人工土地を図面、
現地調査から再考する。日本において初めて実現した「坂出」の実情、
利用状況等を整理し、人工土地によってできた空間、活動、またそ
れらの集積としての空間を分析した（図 8）。
章結　人工土地の傾向と共通要素
　４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地
の共通要素を明らかにした。
■第３章 「人工土地」事例分析
3-1 「人工土地」の定義と分析対象
　前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代建築における「人工土
地」を『外部利用可能な空間』と再定義し(図9)、「人工土地」建築
36事例から各事例が用いている意図と形態操作を分析する。
3-2 事例の類型化と整理
　各事例から読み取ることのできた意図と傾向を前章の共通要素を
ふまえて類型化、考察する（図10）。
1）機能的視点から見た「人工土地」 外部空間を持つスラブを複層
することでバルコニーやテラス、ベランダ等「活動を誘発する場」
を創出する。また過去の人工土地の系譜として高く持ち上げられ敷
もって示した。最初に人工土地としてドミノのような RC 躯体が作ら
れその後ブロックとレンガによる外壁、間仕切り、サッシ、家具等
を取り付けていく段階的建設が行われた。また壁の材料にコンクリー
地の短所を断面的に活用することで「歩車分離」や2011年以後に設
計が開始された作品に見られる「防災」という効果を持つ。
2）環境的視点から見た「人工土地」　建築を「緑化・地形化」する
ことで都市に対し、公園や緑地のような機能を提供する。また「環
境制御」手法としても屋上緑化により断熱性能を高め、大きな庇の
ような存在として光の制御や雨水の貯水槽としての機能を担う。異
なる素材の面的・重層的な重なり合いや部材配置、透過性のある素
材による給排気、採光が顕著に見られる。
3）眺望的視点から見た「人工土地」　スラブ上を歩き風景や自然の
細部を感じることが意図される。更にそれ自体が「動線」や「構造
体」としても機能し、日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など
周辺環境との応答や機能によりその幅を変化させ、屋根、庇、壁や
床となりながら空間が生成される。
4）形態的視点から見た「人工土地」　６種類の形態的特徴が見られ
た（図11）。人工土地は敷地や用途に関係なく機能、環境、眺望と
いう観点により大別することができ、求められる空間に応じて形態
が使い分けられていることを明らかにした。
3-3 接続性に関する分析
　対象事例について、吹き抜けパタンと断面形状をまとめて「断面
構成」とし、積層方法と上下の接続に関して分析を行う（図12）。
吹き抜けは用途の開放性の差異から空間の連続性の必要性に応じて
使い分けられ、特に高さ方向の変化による外部空間確保や樹木や美
術作品などの象徴的なオブジェクトのための空間の確保など空間の
縦方向の疎密を必要とする際に多用される（図13）。断面形状につ
いては法的制限による外形（「A.フラット」「B.段状」「C.片流
れ」）、地形を想起させる「D.曲線」、異なる構造や形態の組み合
わせにより周囲に対し異なる様相があらわれる「E.組み合わせ」、
人工的な大地の表裏を感じさせる「F.貫入」、建築ではなくあくま
で自然を主張するかのような「G.点在」に分類でき、地面と建築の
接続性を整理した（図14）。
3-4 現代における人工土地に関する考察
　前章で抽出した人工土地の５つの共通構成要素、前項までの分析
から「人工土地」における８つの傾向が明らかになった（図15）。
これらは【素材の選択】、【用途・活動の接続】、【空間余地】、
【エントランス】、【構造】という建築構成要素に整理でき、過去
と現在における人工土地の差異として理解することができる。
3-5 まとめ
　かつての人工土地は土地の不足に対してインフラストラクチャー
を内包する合理的なシステムにより解決を図り、既存の地面だけで
は不可能な都市的な課題を「人工的に造り出された土地」によって
可能にした。しかしながら人工土地の最大の特徴は安定したインフ
ラの供給や都市居住への特殊解でなく、人工土地による周辺環境か
らの断絶による敷地に対する従属からの解放である。更新頻度の異
なる「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼ね備え、それらが
両極的な要素であるからであるからこそ土木を建築の範疇まで接近
させ周辺環境から解放される。一方、現代における「人工土地」建
築では近代建築の延長である床の積層と異なり、スラブが地上から
段階的に繋がることで隣接する層や周辺環境に対し、影響関係を持
つ傾向がある。このような理由から「人工土地」建築の多くは周辺
環境に対する都市的視点を有することが分かった。
■第４章　設計提案
4-1 計画概要
　これまでの分析の有用性を示す試みとして、前章での考察をもと
に積層建築の設計を行った。敷地は海と斜面に挟まれた街広島県尾
道市とし、その中でも多くの建物が密集して立ち並ぶ平地部分であ
る（図18）。用途はアーティストインレジデンス（以下AIR）、シェ
ア工房を中心とした複合施設とする。
4-2 設計プロセス
　現代における人工土地建築を示す試みとして【素材の選択】、
【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構
造】について具体的な方策を設定し設計手法として適応する（図
17）。それぞれの独立した有用性を確認すると共に、互いの効果を
失わないように組み合わせ、空間化を行う。
4-3 設計提案
　4-2で示した設計の方策から５層からなる積層建築を設計した。一
般的な人工土地は積層されたスラブ上にそれぞれ異なる空間が展開
される。素材や開口により隣接する層と段階的に関係性を持つ本設
計提案では地面と活動が相互関係を持ちながら空間が規定され、行
為が展開する。また「不動」のストラクチャーとしての大地から
「可変」的な建築を浮かした高さ方向の変化によって周辺環境との
距離感を調節することで、人々は地面を共有し互いに影響を与え合
う関係性が生まれる。また通常考えられる建ぺい率に使われる建材
を、床面積をそのままに体積を増やし疎の空間とすることで、周辺
に建つ建物よりも高くなり街を見渡すことができる。そこにAIR、
シェア工房という機能と、それを巡る動線を付加することで人々は
その動線に沿ってものづくりの過程を楽しむことができる。
■結　総括と展望
　人工土地の成り立ちや関連する思想を整理し、過去・現代におけ
る建築作品から性質と構成要素を抽出した。設計提案では過去の人
工土地建築との差異を活かしながら設計を行うことで周辺環境に対
し影響関係を持つ、より有効な実践を示すことができた。以上より
限定された土地における自然、人、物のふるまいがスケールを跨ぎ
ながら入り混ざる建築の在り方を明らかにし、現代における人工土
地建築の可能性を示した。
図５ ４人の建築家の人工土地と共通要素
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図４ 人工土地の変遷
表２ 人工土地の系譜
【テクスチャ】 【機能】 【段階的な建設】 【動線】 【構造合理性】
ア キーグラム
機能分化
（断面）
構造合理性
（モデュール）
テクスチャ
（肌理）
テクスチャ
（肌理）
直喩的な形態 眺望 テクスチャ
（肌理）
機能分化
（平面）
キャンチレバーアクセス簡易性 テクスチャ
（肌理）
段階的な建設 自由な空間 特徴的な
動線計画
図５ ドミノ・システムの派生系
???????
????????
?
 ????
 ?
ル・コルビュジエ（1887-1965）
1922　「300 万人の都市」
1932　スイス学生会館
1952　ユニテ・ダビタシオン
アントニン・レーモンド（1888-1976）
1924　霊南坂の自邸
1932　軽井沢夏の家
吉阪隆正（1917-1980）
1953　「人工公営土地提案」
1955　自邸
1955　ヴィエンナーレ日本館
大高正人（ 1923-2010）
1960　「新宿副都心計画」
1968　坂出人工土地
1976　広島基町高層住宅団地
構造合理性
（ドミノ）
土地の拡大・土地の立体利用
動線を立体的に分離=多層都市の創出
都市設備の地中化 「都市の建築化」建築と都市施設の一体化
再開発・中低層高密度住宅の手法
近代以後 （コルビュジェ以降）古代から近代まで
ドミノ・システム
近代的な工法（ハード）
に現地の素材（ソフト）
を用い,その土地との調
和を目指した.
外部空間の積層
 RC 造の恒久的な土地に
「庭を持った」住宅の高
層化と個人の趣味嗜好を
両立させる発想であった.
人工基壇による2階立ての都市
半永久的な基壇の格子梁のグリッ
ドにあわせ,モデュール化にた人工
土地上に建物を建て替えられると
いうシステムを提示した.
箱の段状積層
主要の壁式構造に柱
梁構造を組み込み,構
造による室内の解放
性の有効性を示した.
コンクリート打ち放し
に代表される「地面」
を意識した肌理の表現
基盤による断面的
もしくは平面的な機能・
空間の連続や分離
躯体に建具から建物
までを段階的に
建設するシステム
地面から上方への
連続的な上昇や
景色への視覚的配慮
モデュール -合理的な建設
構造的工夫による美的表現
表２）。14 世紀に再建されたポンテ・ベッキオから、バベルの塔のよ
うな空想的なものに至るまで、人工土地に類する事例は古くから散
見されるが、近代前・後で傾向が異なる（図４）。以下の項では近代
以降、人工土地概念を展開したル・コルビュジエ、日本の初期モダ
ニズムにおける地面に対する態度を掲げた A・レーモンド、吉阪隆正、
大高正人を取りあげ、特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン、
レーモンド自邸、吉阪自邸、坂出人工土地を中心に考察を行った。
分析を通し、コルビュジエ以降の日本における人工土地はドミノ・
システムの派生として展開されることが明らかとなった（図５）。
2-1-1 ル・コルビュジエ　ル・コルビュジエは 1930 年代に白い箱を
抜け出し大地を目指し打ち放しコンクリート仕上げとピロティの新
しい形という２つの工夫を凝らした。コンクリートはその可塑性、
一体性、構造実現可能性から現在も多く利用され、素材の表現だけ
でなく建築の構造的、機能的原理が素材の露出という手段を介して
造形化、視覚化されている。ユニテ・ダビタシオンではピロティに
設けられた人工土地は機械、配管スペースとして機能する。また地
面に打ち込まれた楔のようなピロティは視覚的効果を損なわないよ
う、建物と地面の接点を注意深くデザインした結果である。
2-1-2 アントニン・レーモンド　レーモンド自邸では 2 つの煙突を
中心に箱が積み上げられていく構成であり、それぞれの箱の上に３
つの庭を持つ。それぞれの箱が人工土地として作用し、庭として利
用され室内に面する。著書 * でも語られるように、レーモンドは庭に
出ての食事など日本人の生活の特徴は大地に接することだと考えて
おり大地への親近感を表現するため、大地を連想させるような荒々
しいコンクリートの表現がなされている。ル・コルビュジエのスイ
ス学生会館より 10 年早く打ち放しに取り組んでいるおり、具体的に
「打ち放しは大地の一つである」と世界で初めて述べた。
2-1-3 吉阪隆正　戦後の宅地不足に悩む住宅問題の緩和のため、吉
阪は公営住宅の代替案として「人工公営土地」を提案する。彼の提
案は上下水道、電気、ガスなどを整えたコンクリートの人工的な土
地をつくり各々が自由に家を建てることができるというものであり、
この思想をもって吉阪自邸は建設された。インフラストラクチャー
の設定により個人の自由と集団の利益を両立させるシステムを身を
■序　背景と目的
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除すること
で都市生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り
組みや先の震災を経た現在、建築は自然に対し安全性を重視した強
固な結界を築き、自然との距離をおきつつある。建築は地面の上に
建てられ、その地面の上に様々な部材の複合体として形作られるも
のであるにも関わらず、建築と地面の関係は希薄である。
　地面に着目した設計要素に人工土地という言葉があるが、建築が
自然の地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり建築や
土木分野で第２の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上
に建てられた建物の上に土を入れ、植物を入れ、緑地は必ずしも自
然の土の上のものだけでないことを示している。人工土地は空間を
構成する構造物であり（図１）、建築と同様に独自の形態で計画され
るのが本来の姿と言え、土地と建築を結ぶ第３の要素として人間の
ための豊かな環境を創出する。戦後、人工公営土地提案を皮切りに
現実の都市とは遊離した都市構想がなされた後、都市への人工土地
の導入が進んでいるにも関わらず現在、人工土地の効用や魅力を把
握する意匠論はあまり多くない。
　本研究では自然と建築の中間体であり様々なスケールの空間や出
来事、人々の自由な活動を受け入れる「地面」として人工土地に着
目し、建築計画、設計、意匠に与える影響を分析し、現代における
有効性と可能性を検証することを目的とする。
■第１章　「地面」と建築の関係性
1-1「地面」の定義
　地面とは通常、大地の表面を指すが本研究では『建築の領域にお
いて活動に自由度がある内部空間もしくは外部空間』とする（図２）。
1-2 建築テーマとしての「地面」
　地面と建築の関係性を説明するためそれらの関係を建築テーマと
して捉えるということが如何なることなのかを説明する。この項で
は現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているものを
収集し、テーマを成立させる建築的なかたちに着目し分類、整理し
する。建築を地面の一部として位置づけた「一体」、地面を建築要素
として利用する「部分」、地面との差異を強調する「対比」、ひとつ
づきの地面により建築との連続性を表現する「連続」、人工的な地面
をうみだす「複製」、既存の地面の上に新たな地面を生む「包含」、
地面に接することのない「希薄」に分類し建築の「地面」に対する
７つの態度を見出した（表１）。モダニズムの流れの中で「分離と融合」
の傾向があることがわかった。地面と建築の関係性を連続 - 不連続、
融合 - 分離という座標で整理し、地面に着目した設計要素としての
人工土地の位置づけを明確にした（図 3）。
■第２章　人工土地の展開
2-1 人工土地に関する言説
　本項では人工土地を定義し、その歴史的流れを整理した（図２、
トブロックが用いられたのは、金銭的・造形的理由からによる。
2-1-4 大高正人　吉阪の人工土地を経て、1962 年に建設省（現国土
交通省）の委託により人工土地を都市開発の手法として実用化する
為の調査研究を行う人工土地部会が発足し、人工土地方式による都
市再開発手法の研究がなされた。坂出人工土地では建築物を始め都
市的設備やオープンスペースなどの基礎となるべき半永久的なスラ
ブを一種のインフラストラクチャーとして架構し、この下部に地区
に必要な都市装備や公共施設を集約化して設け、上部には各種建築
群をオープンスペースとともに計画的に配置した。ここで述べられ
る人工土地は吉阪の提案とは異なり都市的な課題を解決する手法と
して定義され、歩車分離などの機能分化のためのプラットフォーム
という面が強調された。
2-2 人工土地と関連する思想（図７）
2-2-1 メタボリズム　人工土地の展開は 1950 年後半にメタボリズム
に引き継がれていく。 彼らは吉阪の多様性を持つ人工土地とは異な
り、大高の「坂出」のように自由な土地とインフラストラクチャー
の形状を追究した。菊竹清訓は人工土地を生活を支持する構造体と、
生活に必要な施設と生活を守る環境がひとつのものとして考えられ
なければならないと述べ、大高、吉阪が提案した人工土地を単なる
大地の複製である「水平」と批判し、自らは新たな人工土地として
垂直に伸びる壁面として捉え「東光園（1964）」において水平だけで
も垂直でもない建築の姿が構想されている。
2-2-2 スケルトンインフィル　1955 年に発足した日本住宅公団が手
がけた晴海高層アパートや広島基町アパートではでは長期にわたり
使い続ける主要構造体と社会の変化に対応して変わりうる二次構造
体を明確に分離する建築思想が採用された。つまりラーメン構造の
構造体に二次構造体を入れ込むという計画である。 これらは変わら
ない部分と変わる部分を明確に分離する計画思想に基づくものであ
る。しかしこの決定的な構造により、使用法、分割法が明確にかつ
永続的に決定されており、変化が許されなかった。その結果として
部分の変化に対応できず、社会へ適応することができなかった。
2-3 坂出人工土地分析
　前項までで得られた考察とともに、改めて坂出人工土地を図面、
現地調査から再考する。日本において初めて実現した「坂出」の実情、
利用状況等を整理し、人工土地によってできた空間、活動、またそ
れらの集積としての空間を分析した（図 8）。
章結　人工土地の傾向と共通要素
　４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地
の共通要素を明らかにした。
■第３章 「人工土地」事例分析
3-1 「人工土地」の定義と分析対象
　前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代建築における「人工土
地」を『外部利用可能な空間』と再定義し(図9)、「人工土地」建築
36事例から各事例が用いている意図と形態操作を分析する。
3-2 事例の類型化と整理
　各事例から読み取ることのできた意図と傾向を前章の共通要素を
ふまえて類型化、考察する（図10）。
1）機能的視点から見た「人工土地」 外部空間を持つスラブを複層
することでバルコニーやテラス、ベランダ等「活動を誘発する場」
を創出する。また過去の人工土地の系譜として高く持ち上げられ敷
もって示した。最初に人工土地としてドミノのような RC 躯体が作ら
れその後ブロックとレンガによる外壁、間仕切り、サッシ、家具等
を取り付けていく段階的建設が行われた。また壁の材料にコンクリー
地の短所を断面的に活用することで「歩車分離」や2011年以後に設
計が開始された作品に見られる「防災」という効果を持つ。
2）環境的視点から見た「人工土地」　建築を「緑化・地形化」する
ことで都市に対し、公園や緑地のような機能を提供する。また「環
境制御」手法としても屋上緑化により断熱性能を高め、大きな庇の
ような存在として光の制御や雨水の貯水槽としての機能を担う。異
なる素材の面的・重層的な重なり合いや部材配置、透過性のある素
材による給排気、採光が顕著に見られる。
3）眺望的視点から見た「人工土地」　スラブ上を歩き風景や自然の
細部を感じることが意図される。更にそれ自体が「動線」や「構造
体」としても機能し、日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など
周辺環境との応答や機能によりその幅を変化させ、屋根、庇、壁や
床となりながら空間が生成される。
4）形態的視点から見た「人工土地」　６種類の形態的特徴が見られ
た（図11）。人工土地は敷地や用途に関係なく機能、環境、眺望と
いう観点により大別することができ、求められる空間に応じて形態
が使い分けられていることを明らかにした。
3-3 接続性に関する分析
　対象事例について、吹き抜けパタンと断面形状をまとめて「断面
構成」とし、積層方法と上下の接続に関して分析を行う（図12）。
吹き抜けは用途の開放性の差異から空間の連続性の必要性に応じて
使い分けられ、特に高さ方向の変化による外部空間確保や樹木や美
術作品などの象徴的なオブジェクトのための空間の確保など空間の
縦方向の疎密を必要とする際に多用される（図13）。断面形状につ
いては法的制限による外形（「A.フラット」「B.段状」「C.片流
れ」）、地形を想起させる「D.曲線」、異なる構造や形態の組み合
わせにより周囲に対し異なる様相があらわれる「E.組み合わせ」、
人工的な大地の表裏を感じさせる「F.貫入」、建築ではなくあくま
で自然を主張するかのような「G.点在」に分類でき、地面と建築の
接続性を整理した（図14）。
3-4 現代における人工土地に関する考察
　前章で抽出した人工土地の５つの共通構成要素、前項までの分析
から「人工土地」における８つの傾向が明らかになった（図15）。
これらは【素材の選択】、【用途・活動の接続】、【空間余地】、
【エントランス】、【構造】という建築構成要素に整理でき、過去
と現在における人工土地の差異として理解することができる。
3-5 まとめ
　かつての人工土地は土地の不足に対してインフラストラクチャー
を内包する合理的なシステムにより解決を図り、既存の地面だけで
は不可能な都市的な課題を「人工的に造り出された土地」によって
可能にした。しかしながら人工土地の最大の特徴は安定したインフ
ラの供給や都市居住への特殊解でなく、人工土地による周辺環境か
らの断絶による敷地に対する従属からの解放である。更新頻度の異
なる「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼ね備え、それらが
両極的な要素であるからであるからこそ土木を建築の範疇まで接近
させ周辺環境から解放される。一方、現代における「人工土地」建
築では近代建築の延長である床の積層と異なり、スラブが地上から
段階的に繋がることで隣接する層や周辺環境に対し、影響関係を持
つ傾向がある。このような理由から「人工土地」建築の多くは周辺
環境に対する都市的視点を有することが分かった。
■第４章　設計提案
4-1 計画概要
　これまでの分析の有用性を示す試みとして、前章での考察をもと
に積層建築の設計を行った。敷地は海と斜面に挟まれた街広島県尾
道市とし、その中でも多くの建物が密集して立ち並ぶ平地部分であ
る（図18）。用途はアーティストインレジデンス（以下AIR）、シェ
ア工房を中心とした複合施設とする。
4-2 設計プロセス
　現代における人工土地建築を示す試みとして【素材の選択】、
【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構
造】について具体的な方策を設定し設計手法として適応する（図
17）。それぞれの独立した有用性を確認すると共に、互いの効果を
失わないように組み合わせ、空間化を行う。
4-3 設計提案
　4-2で示した設計の方策から５層からなる積層建築を設計した。一
般的な人工土地は積層されたスラブ上にそれぞれ異なる空間が展開
される。素材や開口により隣接する層と段階的に関係性を持つ本設
計提案では地面と活動が相互関係を持ちながら空間が規定され、行
為が展開する。また「不動」のストラクチャーとしての大地から
「可変」的な建築を浮かした高さ方向の変化によって周辺環境との
距離感を調節することで、人々は地面を共有し互いに影響を与え合
う関係性が生まれる。また通常考えられる建ぺい率に使われる建材
を、床面積をそのままに体積を増やし疎の空間とすることで、周辺
に建つ建物よりも高くなり街を見渡すことができる。そこにAIR、
シェア工房という機能と、それを巡る動線を付加することで人々は
その動線に沿ってものづくりの過程を楽しむことができる。
■結　総括と展望
　人工土地の成り立ちや関連する思想を整理し、過去・現代におけ
る建築作品から性質と構成要素を抽出した。設計提案では過去の人
工土地建築との差異を活かしながら設計を行うことで周辺環境に対
し影響関係を持つ、より有効な実践を示すことができた。以上より
限定された土地における自然、人、物のふるまいがスケールを跨ぎ
ながら入り混ざる建築の在り方を明らかにし、現代における人工土
地建築の可能性を示した。
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「人工土地」
『外部利用可能な空間』
〈 床  〉「建物の内部空間の各
階下面に位置する水平で平らな
板状の構造物」
〈 バルコニー 〉　「建物の外面
に張り出した屋根のない平らな
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〈 屋根 〉　「建物の最上面をな
し日光や雨・雪をさえぎり寒暑
を防ぐための覆いとなる部分」
従来の人工土地（２章）
現代における「人工土地」（３章）
屋上緑化
床、バルコニー
屋根、屋上
表２）。14 世紀に再建されたポンテ・ベッキオから、バベルの塔のよ
うな空想的なものに至るまで、人工土地に類する事例は古くから散
見されるが、近代前・後で傾向が異なる（図４）。以下の項では近代
以降、人工土地概念を展開したル・コルビュジエ、日本の初期モダ
ニズムにおける地面に対する態度を掲げた A・レーモンド、吉阪隆正、
大高正人を取りあげ、特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン、
レーモンド自邸、吉阪自邸、坂出人工土地を中心に考察を行った。
分析を通し、コルビュジエ以降の日本における人工土地はドミノ・
システムの派生として展開されることが明らかとなった（図５）。
2-1-1 ル・コルビュジエ　ル・コルビュジエは 1930 年代に白い箱を
抜け出し大地を目指し打ち放しコンクリート仕上げとピロティの新
しい形という２つの工夫を凝らした。コンクリートはその可塑性、
一体性、構造実現可能性から現在も多く利用され、素材の表現だけ
でなく建築の構造的、機能的原理が素材の露出という手段を介して
造形化、視覚化されている。ユニテ・ダビタシオンではピロティに
設けられた人工土地は機械、配管スペースとして機能する。また地
面に打ち込まれた楔のようなピロティは視覚的効果を損なわないよ
う、建物と地面の接点を注意深くデザインした結果である。
2-1-2 アントニン・レーモンド　レーモンド自邸では 2 つの煙突を
中心に箱が積み上げられていく構成であり、それぞれの箱の上に３
つの庭を持つ。それぞれの箱が人工土地として作用し、庭として利
用され室内に面する。著書 * でも語られるように、レーモンドは庭に
出ての食事など日本人の生活の特徴は大地に接することだと考えて
おり大地への親近感を表現するため、大地を連想させるような荒々
しいコンクリートの表現がなされている。ル・コルビュジエのスイ
ス学生会館より 10 年早く打ち放しに取り組んでいるおり、具体的に
「打ち放しは大地の一つである」と世界で初めて述べた。
2-1-3 吉阪隆正　戦後の宅地不足に悩む住宅問題の緩和のため、吉
阪は公営住宅の代替案として「人工公営土地」を提案する。彼の提
案は上下水道、電気、ガスなどを整えたコンクリートの人工的な土
地をつくり各々が自由に家を建てることができるというものであり、
この思想をもって吉阪自邸は建設された。インフラストラクチャー
の設定により個人の自由と集団の利益を両立させるシステムを身を
■序　背景と目的
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除すること
で都市生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り
組みや先の震災を経た現在、建築は自然に対し安全性を重視した強
固な結界を築き、自然との距離をおきつつある。建築は地面の上に
建てられ、その地面の上に様々な部材の複合体として形作られるも
のであるにも関わらず、建築と地面の関係は希薄である。
　地面に着目した設計要素に人工土地という言葉があるが、建築が
自然の地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり建築や
土木分野で第２の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上
に建てられた建物の上に土を入れ、植物を入れ、緑地は必ずしも自
然の土の上のものだけでないことを示している。人工土地は空間を
構成する構造物であり（図１）、建築と同様に独自の形態で計画され
るのが本来の姿と言え、土地と建築を結ぶ第３の要素として人間の
ための豊かな環境を創出する。戦後、人工公営土地提案を皮切りに
現実の都市とは遊離した都市構想がなされた後、都市への人工土地
の導入が進んでいるにも関わらず現在、人工土地の効用や魅力を把
握する意匠論はあまり多くない。
　本研究では自然と建築の中間体であり様々なスケールの空間や出
来事、人々の自由な活動を受け入れる「地面」として人工土地に着
目し、建築計画、設計、意匠に与える影響を分析し、現代における
有効性と可能性を検証することを目的とする。
■第１章　「地面」と建築の関係性
1-1「地面」の定義
　地面とは通常、大地の表面を指すが本研究では『建築の領域にお
いて活動に自由度がある内部空間もしくは外部空間』とする（図２）。
1-2 建築テーマとしての「地面」
　地面と建築の関係性を説明するためそれらの関係を建築テーマと
して捉えるということが如何なることなのかを説明する。この項で
は現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているものを
収集し、テーマを成立させる建築的なかたちに着目し分類、整理し
する。建築を地面の一部として位置づけた「一体」、地面を建築要素
として利用する「部分」、地面との差異を強調する「対比」、ひとつ
づきの地面により建築との連続性を表現する「連続」、人工的な地面
をうみだす「複製」、既存の地面の上に新たな地面を生む「包含」、
地面に接することのない「希薄」に分類し建築の「地面」に対する
７つの態度を見出した（表１）。モダニズムの流れの中で「分離と融合」
の傾向があることがわかった。地面と建築の関係性を連続 - 不連続、
融合 - 分離という座標で整理し、地面に着目した設計要素としての
人工土地の位置づけを明確にした（図 3）。
■第２章　人工土地の展開
2-1 人工土地に関する言説
　本項では人工土地を定義し、その歴史的流れを整理した（図２、
トブロックが用いられたのは、金銭的・造形的理由からによる。
2-1-4 大高正人　吉阪の人工土地を経て、1962 年に建設省（現国土
交通省）の委託により人工土地を都市開発の手法として実用化する
為の調査研究を行う人工土地部会が発足し、人工土地方式による都
市再開発手法の研究がなされた。坂出人工土地では建築物を始め都
市的設備やオープンスペースなどの基礎となるべき半永久的なスラ
ブを一種のインフラストラクチャーとして架構し、この下部に地区
に必要な都市装備や公共施設を集約化して設け、上部には各種建築
群をオープンスペースとともに計画的に配置した。ここで述べられ
る人工土地は吉阪の提案とは異なり都市的な課題を解決する手法と
して定義され、歩車分離などの機能分化のためのプラットフォーム
という面が強調された。
2-2 人工土地と関連する思想（図７）
2-2-1 メタボリズム　人工土地の展開は 1950 年後半にメタボリズム
に引き継がれていく。 彼らは吉阪の多様性を持つ人工土地とは異な
り、大高の「坂出」のように自由な土地とインフラストラクチャー
の形状を追究した。菊竹清訓は人工土地を生活を支持する構造体と、
生活に必要な施設と生活を守る環境がひとつのものとして考えられ
なければならないと述べ、大高、吉阪が提案した人工土地を単なる
大地の複製である「水平」と批判し、自らは新たな人工土地として
垂直に伸びる壁面として捉え「東光園（1964）」において水平だけで
も垂直でもない建築の姿が構想されている。
2-2-2 スケルトンインフィル　1955 年に発足した日本住宅公団が手
がけた晴海高層アパートや広島基町アパートではでは長期にわたり
使い続ける主要構造体と社会の変化に対応して変わりうる二次構造
体を明確に分離する建築思想が採用された。つまりラーメン構造の
構造体に二次構造体を入れ込むという計画である。 これらは変わら
ない部分と変わる部分を明確に分離する計画思想に基づくものであ
る。しかしこの決定的な構造により、使用法、分割法が明確にかつ
永続的に決定されており、変化が許されなかった。その結果として
部分の変化に対応できず、社会へ適応することができなかった。
2-3 坂出人工土地分析
　前項までで得られた考察とともに、改めて坂出人工土地を図面、
現地調査から再考する。日本において初めて実現した「坂出」の実情、
利用状況等を整理し、人工土地によってできた空間、活動、またそ
れらの集積としての空間を分析した（図 8）。
章結　人工土地の傾向と共通要素
　４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地
の共通要素を明らかにした。
■第３章 「人工土地」事例分析
3-1 「人工土地」の定義と分析対象
　前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代建築における「人工土
地」を『外部利用可能な空間』と再定義し(図9)、「人工土地」建築
36事例から各事例が用いている意図と形態操作を分析する。
3-2 事例の類型化と整理
　各事例から読み取ることのできた意図と傾向を前章の共通要素を
ふまえて類型化、考察する（図10）。
1）機能的視点から見た「人工土地」 外部空間を持つスラブを複層
することでバルコニーやテラス、ベランダ等「活動を誘発する場」
を創出する。また過去の人工土地の系譜として高く持ち上げられ敷
もって示した。最初に人工土地としてドミノのような RC 躯体が作ら
れその後ブロックとレンガによる外壁、間仕切り、サッシ、家具等
を取り付けていく段階的建設が行われた。また壁の材料にコンクリー
地の短所を断面的に活用することで「歩車分離」や2011年以後に設
計が開始された作品に見られる「防災」という効果を持つ。
2）環境的視点から見た「人工土地」　建築を「緑化・地形化」する
ことで都市に対し、公園や緑地のような機能を提供する。また「環
境制御」手法としても屋上緑化により断熱性能を高め、大きな庇の
ような存在として光の制御や雨水の貯水槽としての機能を担う。異
なる素材の面的・重層的な重なり合いや部材配置、透過性のある素
材による給排気、採光が顕著に見られる。
3）眺望的視点から見た「人工土地」　スラブ上を歩き風景や自然の
細部を感じることが意図される。更にそれ自体が「動線」や「構造
体」としても機能し、日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など
周辺環境との応答や機能によりその幅を変化させ、屋根、庇、壁や
床となりながら空間が生成される。
4）形態的視点から見た「人工土地」　６種類の形態的特徴が見られ
た（図11）。人工土地は敷地や用途に関係なく機能、環境、眺望と
いう観点により大別することができ、求められる空間に応じて形態
が使い分けられていることを明らかにした。
3-3 接続性に関する分析
　対象事例について、吹き抜けパタンと断面形状をまとめて「断面
構成」とし、積層方法と上下の接続に関して分析を行う（図12）。
吹き抜けは用途の開放性の差異から空間の連続性の必要性に応じて
使い分けられ、特に高さ方向の変化による外部空間確保や樹木や美
術作品などの象徴的なオブジェクトのための空間の確保など空間の
縦方向の疎密を必要とする際に多用される（図13）。断面形状につ
いては法的制限による外形（「A.フラット」「B.段状」「C.片流
れ」）、地形を想起させる「D.曲線」、異なる構造や形態の組み合
わせにより周囲に対し異なる様相があらわれる「E.組み合わせ」、
人工的な大地の表裏を感じさせる「F.貫入」、建築ではなくあくま
で自然を主張するかのような「G.点在」に分類でき、地面と建築の
接続性を整理した（図14）。
3-4 現代における人工土地に関する考察
　前章で抽出した人工土地の５つの共通構成要素、前項までの分析
から「人工土地」における８つの傾向が明らかになった（図15）。
これらは【素材の選択】、【用途・活動の接続】、【空間余地】、
【エントランス】、【構造】という建築構成要素に整理でき、過去
と現在における人工土地の差異として理解することができる。
3-5 まとめ
　かつての人工土地は土地の不足に対してインフラストラクチャー
を内包する合理的なシステムにより解決を図り、既存の地面だけで
は不可能な都市的な課題を「人工的に造り出された土地」によって
可能にした。しかしながら人工土地の最大の特徴は安定したインフ
ラの供給や都市居住への特殊解でなく、人工土地による周辺環境か
らの断絶による敷地に対する従属からの解放である。更新頻度の異
なる「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼ね備え、それらが
両極的な要素であるからであるからこそ土木を建築の範疇まで接近
させ周辺環境から解放される。一方、現代における「人工土地」建
築では近代建築の延長である床の積層と異なり、スラブが地上から
段階的に繋がることで隣接する層や周辺環境に対し、影響関係を持
つ傾向がある。このような理由から「人工土地」建築の多くは周辺
環境に対する都市的視点を有することが分かった。
■第４章　設計提案
4-1 計画概要
　これまでの分析の有用性を示す試みとして、前章での考察をもと
に積層建築の設計を行った。敷地は海と斜面に挟まれた街広島県尾
道市とし、その中でも多くの建物が密集して立ち並ぶ平地部分であ
る（図18）。用途はアーティストインレジデンス（以下AIR）、シェ
ア工房を中心とした複合施設とする。
4-2 設計プロセス
　現代における人工土地建築を示す試みとして【素材の選択】、
【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構
造】について具体的な方策を設定し設計手法として適応する（図
17）。それぞれの独立した有用性を確認すると共に、互いの効果を
失わないように組み合わせ、空間化を行う。
4-3 設計提案
　4-2で示した設計の方策から５層からなる積層建築を設計した。一
般的な人工土地は積層されたスラブ上にそれぞれ異なる空間が展開
される。素材や開口により隣接する層と段階的に関係性を持つ本設
計提案では地面と活動が相互関係を持ちながら空間が規定され、行
為が展開する。また「不動」のストラクチャーとしての大地から
「可変」的な建築を浮かした高さ方向の変化によって周辺環境との
距離感を調節することで、人々は地面を共有し互いに影響を与え合
う関係性が生まれる。また通常考えられる建ぺい率に使われる建材
を、床面積をそのままに体積を増やし疎の空間とすることで、周辺
に建つ建物よりも高くなり街を見渡すことができる。そこにAIR、
シェア工房という機能と、それを巡る動線を付加することで人々は
その動線に沿ってものづくりの過程を楽しむことができる。
■結　総括と展望
　人工土地の成り立ちや関連する思想を整理し、過去・現代におけ
る建築作品から性質と構成要素を抽出した。設計提案では過去の人
工土地建築との差異を活かしながら設計を行うことで周辺環境に対
し影響関係を持つ、より有効な実践を示すことができた。以上より
限定された土地における自然、人、物のふるまいがスケールを跨ぎ
ながら入り混ざる建築の在り方を明らかにし、現代における人工土
地建築の可能性を示した。
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表２）。14 世紀に再建されたポンテ・ベッキオから、バベルの塔のよ
うな空想的なものに至るまで、人工土地に類する事例は古くから散
見されるが、近代前・後で傾向が異なる（図４）。以下の項では近代
以降、人工土地概念を展開したル・コルビュジエ、日本の初期モダ
ニズムにおける地面に対する態度を掲げた A・レーモンド、吉阪隆正、
大高正人を取りあげ、特徴的な建築作品であるユニテ・ダビタシオン、
レーモンド自邸、吉阪自邸、坂出人工土地を中心に考察を行った。
分析を通し、コルビュジエ以降の日本における人工土地はドミノ・
システムの派生として展開されることが明らかとなった（図５）。
2-1-1 ル・コルビュジエ　ル・コルビュジエは 1930 年代に白い箱を
抜け出し大地を目指し打ち放しコンクリート仕上げとピロティの新
しい形という２つの工夫を凝らした。コンクリートはその可塑性、
一体性、構造実現可能性から現在も多く利用され、素材の表現だけ
でなく建築の構造的、機能的原理が素材の露出という手段を介して
造形化、視覚化されている。ユニテ・ダビタシオンではピロティに
設けられた人工土地は機械、配管スペースとして機能する。また地
面に打ち込まれた楔のようなピロティは視覚的効果を損なわないよ
う、建物と地面の接点を注意深くデザインした結果である。
2-1-2 アントニン・レーモンド　レーモンド自邸では 2 つの煙突を
中心に箱が積み上げられていく構成であり、それぞれの箱の上に３
つの庭を持つ。それぞれの箱が人工土地として作用し、庭として利
用され室内に面する。著書 * でも語られるように、レーモンドは庭に
出ての食事など日本人の生活の特徴は大地に接することだと考えて
おり大地への親近感を表現するため、大地を連想させるような荒々
しいコンクリートの表現がなされている。ル・コルビュジエのスイ
ス学生会館より 10 年早く打ち放しに取り組んでいるおり、具体的に
「打ち放しは大地の一つである」と世界で初めて述べた。
2-1-3 吉阪隆正　戦後の宅地不足に悩む住宅問題の緩和のため、吉
阪は公営住宅の代替案として「人工公営土地」を提案する。彼の提
案は上下水道、電気、ガスなどを整えたコンクリートの人工的な土
地をつくり各々が自由に家を建てることができるというものであり、
この思想をもって吉阪自邸は建設された。インフラストラクチャー
の設定により個人の自由と集団の利益を両立させるシステムを身を
■序　背景と目的
　建築の多くは物理的遮断を用い、その土地の自然を排除すること
で都市生活の快適性を確保している。近年の環境問題に対する取り
組みや先の震災を経た現在、建築は自然に対し安全性を重視した強
固な結界を築き、自然との距離をおきつつある。建築は地面の上に
建てられ、その地面の上に様々な部材の複合体として形作られるも
のであるにも関わらず、建築と地面の関係は希薄である。
　地面に着目した設計要素に人工土地という言葉があるが、建築が
自然の地面以外に別の地面を作り出そうとしている例であり建築や
土木分野で第２の地面を生み出してきた。また屋上緑化は地面の上
に建てられた建物の上に土を入れ、植物を入れ、緑地は必ずしも自
然の土の上のものだけでないことを示している。人工土地は空間を
構成する構造物であり（図１）、建築と同様に独自の形態で計画され
るのが本来の姿と言え、土地と建築を結ぶ第３の要素として人間の
ための豊かな環境を創出する。戦後、人工公営土地提案を皮切りに
現実の都市とは遊離した都市構想がなされた後、都市への人工土地
の導入が進んでいるにも関わらず現在、人工土地の効用や魅力を把
握する意匠論はあまり多くない。
　本研究では自然と建築の中間体であり様々なスケールの空間や出
来事、人々の自由な活動を受け入れる「地面」として人工土地に着
目し、建築計画、設計、意匠に与える影響を分析し、現代における
有効性と可能性を検証することを目的とする。
■第１章　「地面」と建築の関係性
1-1「地面」の定義
　地面とは通常、大地の表面を指すが本研究では『建築の領域にお
いて活動に自由度がある内部空間もしくは外部空間』とする（図２）。
1-2 建築テーマとしての「地面」
　地面と建築の関係性を説明するためそれらの関係を建築テーマと
して捉えるということが如何なることなのかを説明する。この項で
は現代建築を対象とし、地面と建築の関係が強く現れているものを
収集し、テーマを成立させる建築的なかたちに着目し分類、整理し
する。建築を地面の一部として位置づけた「一体」、地面を建築要素
として利用する「部分」、地面との差異を強調する「対比」、ひとつ
づきの地面により建築との連続性を表現する「連続」、人工的な地面
をうみだす「複製」、既存の地面の上に新たな地面を生む「包含」、
地面に接することのない「希薄」に分類し建築の「地面」に対する
７つの態度を見出した（表１）。モダニズムの流れの中で「分離と融合」
の傾向があることがわかった。地面と建築の関係性を連続 - 不連続、
融合 - 分離という座標で整理し、地面に着目した設計要素としての
人工土地の位置づけを明確にした（図 3）。
■第２章　人工土地の展開
2-1 人工土地に関する言説
　本項では人工土地を定義し、その歴史的流れを整理した（図２、
トブロックが用いられたのは、金銭的・造形的理由からによる。
2-1-4 大高正人　吉阪の人工土地を経て、1962 年に建設省（現国土
交通省）の委託により人工土地を都市開発の手法として実用化する
為の調査研究を行う人工土地部会が発足し、人工土地方式による都
市再開発手法の研究がなされた。坂出人工土地では建築物を始め都
市的設備やオープンスペースなどの基礎となるべき半永久的なスラ
ブを一種のインフラストラクチャーとして架構し、この下部に地区
に必要な都市装備や公共施設を集約化して設け、上部には各種建築
群をオープンスペースとともに計画的に配置した。ここで述べられ
る人工土地は吉阪の提案とは異なり都市的な課題を解決する手法と
して定義され、歩車分離などの機能分化のためのプラットフォーム
という面が強調された。
2-2 人工土地と関連する思想（図７）
2-2-1 メタボリズム　人工土地の展開は 1950 年後半にメタボリズム
に引き継がれていく。 彼らは吉阪の多様性を持つ人工土地とは異な
り、大高の「坂出」のように自由な土地とインフラストラクチャー
の形状を追究した。菊竹清訓は人工土地を生活を支持する構造体と、
生活に必要な施設と生活を守る環境がひとつのものとして考えられ
なければならないと述べ、大高、吉阪が提案した人工土地を単なる
大地の複製である「水平」と批判し、自らは新たな人工土地として
垂直に伸びる壁面として捉え「東光園（1964）」において水平だけで
も垂直でもない建築の姿が構想されている。
2-2-2 スケルトンインフィル　1955 年に発足した日本住宅公団が手
がけた晴海高層アパートや広島基町アパートではでは長期にわたり
使い続ける主要構造体と社会の変化に対応して変わりうる二次構造
体を明確に分離する建築思想が採用された。つまりラーメン構造の
構造体に二次構造体を入れ込むという計画である。 これらは変わら
ない部分と変わる部分を明確に分離する計画思想に基づくものであ
る。しかしこの決定的な構造により、使用法、分割法が明確にかつ
永続的に決定されており、変化が許されなかった。その結果として
部分の変化に対応できず、社会へ適応することができなかった。
2-3 坂出人工土地分析
　前項までで得られた考察とともに、改めて坂出人工土地を図面、
現地調査から再考する。日本において初めて実現した「坂出」の実情、
利用状況等を整理し、人工土地によってできた空間、活動、またそ
れらの集積としての空間を分析した（図 8）。
章結　人工土地の傾向と共通要素
　４人の建築家の建築作品とそれらに関連する思想から、人工土地
の共通要素を明らかにした。
■第３章 「人工土地」事例分析
3-1 「人工土地」の定義と分析対象
　前章で挙げた建築家の言説を参考に、現代建築における「人工土
地」を『外部利用可能な空間』と再定義し(図9)、「人工土地」建築
36事例から各事例が用いている意図と形態操作を分析する。
3-2 事例の類型化と整理
　各事例から読み取ることのできた意図と傾向を前章の共通要素を
ふまえて類型化、考察する（図10）。
1）機能的視点から見た「人工土地」 外部空間を持つスラブを複層
することでバルコニーやテラス、ベランダ等「活動を誘発する場」
を創出する。また過去の人工土地の系譜として高く持ち上げられ敷
もって示した。最初に人工土地としてドミノのような RC 躯体が作ら
れその後ブロックとレンガによる外壁、間仕切り、サッシ、家具等
を取り付けていく段階的建設が行われた。また壁の材料にコンクリー
地の短所を断面的に活用することで「歩車分離」や2011年以後に設
計が開始された作品に見られる「防災」という効果を持つ。
2）環境的視点から見た「人工土地」　建築を「緑化・地形化」する
ことで都市に対し、公園や緑地のような機能を提供する。また「環
境制御」手法としても屋上緑化により断熱性能を高め、大きな庇の
ような存在として光の制御や雨水の貯水槽としての機能を担う。異
なる素材の面的・重層的な重なり合いや部材配置、透過性のある素
材による給排気、採光が顕著に見られる。
3）眺望的視点から見た「人工土地」　スラブ上を歩き風景や自然の
細部を感じることが意図される。更にそれ自体が「動線」や「構造
体」としても機能し、日差しを遮りたい位置、眺めの良い場所など
周辺環境との応答や機能によりその幅を変化させ、屋根、庇、壁や
床となりながら空間が生成される。
4）形態的視点から見た「人工土地」　６種類の形態的特徴が見られ
た（図11）。人工土地は敷地や用途に関係なく機能、環境、眺望と
いう観点により大別することができ、求められる空間に応じて形態
が使い分けられていることを明らかにした。
3-3 接続性に関する分析
　対象事例について、吹き抜けパタンと断面形状をまとめて「断面
構成」とし、積層方法と上下の接続に関して分析を行う（図12）。
吹き抜けは用途の開放性の差異から空間の連続性の必要性に応じて
使い分けられ、特に高さ方向の変化による外部空間確保や樹木や美
術作品などの象徴的なオブジェクトのための空間の確保など空間の
縦方向の疎密を必要とする際に多用される（図13）。断面形状につ
いては法的制限による外形（「A.フラット」「B.段状」「C.片流
れ」）、地形を想起させる「D.曲線」、異なる構造や形態の組み合
わせにより周囲に対し異なる様相があらわれる「E.組み合わせ」、
人工的な大地の表裏を感じさせる「F.貫入」、建築ではなくあくま
で自然を主張するかのような「G.点在」に分類でき、地面と建築の
接続性を整理した（図14）。
3-4 現代における人工土地に関する考察
　前章で抽出した人工土地の５つの共通構成要素、前項までの分析
から「人工土地」における８つの傾向が明らかになった（図15）。
これらは【素材の選択】、【用途・活動の接続】、【空間余地】、
【エントランス】、【構造】という建築構成要素に整理でき、過去
と現在における人工土地の差異として理解することができる。
3-5 まとめ
　かつての人工土地は土地の不足に対してインフラストラクチャー
を内包する合理的なシステムにより解決を図り、既存の地面だけで
は不可能な都市的な課題を「人工的に造り出された土地」によって
可能にした。しかしながら人工土地の最大の特徴は安定したインフ
ラの供給や都市居住への特殊解でなく、人工土地による周辺環境か
らの断絶による敷地に対する従属からの解放である。更新頻度の異
なる「可変」と「不動」の2つのストラクチャー兼ね備え、それらが
両極的な要素であるからであるからこそ土木を建築の範疇まで接近
させ周辺環境から解放される。一方、現代における「人工土地」建
築では近代建築の延長である床の積層と異なり、スラブが地上から
段階的に繋がることで隣接する層や周辺環境に対し、影響関係を持
つ傾向がある。このような理由から「人工土地」建築の多くは周辺
環境に対する都市的視点を有することが分かった。
■第４章　設計提案
4-1 計画概要
　これまでの分析の有用性を示す試みとして、前章での考察をもと
に積層建築の設計を行った。敷地は海と斜面に挟まれた街広島県尾
道市とし、その中でも多くの建物が密集して立ち並ぶ平地部分であ
る（図18）。用途はアーティストインレジデンス（以下AIR）、シェ
ア工房を中心とした複合施設とする。
4-2 設計プロセス
　現代における人工土地建築を示す試みとして【素材の選択】、
【用途・活動の接続】、【空間余地】、【エントランス】、【構
造】について具体的な方策を設定し設計手法として適応する（図
17）。それぞれの独立した有用性を確認すると共に、互いの効果を
失わないように組み合わせ、空間化を行う。
4-3 設計提案
　4-2で示した設計の方策から５層からなる積層建築を設計した。一
般的な人工土地は積層されたスラブ上にそれぞれ異なる空間が展開
される。素材や開口により隣接する層と段階的に関係性を持つ本設
計提案では地面と活動が相互関係を持ちながら空間が規定され、行
為が展開する。また「不動」のストラクチャーとしての大地から
「可変」的な建築を浮かした高さ方向の変化によって周辺環境との
距離感を調節することで、人々は地面を共有し互いに影響を与え合
う関係性が生まれる。また通常考えられる建ぺい率に使われる建材
を、床面積をそのままに体積を増やし疎の空間とすることで、周辺
に建つ建物よりも高くなり街を見渡すことができる。そこにAIR、
シェア工房という機能と、それを巡る動線を付加することで人々は
その動線に沿ってものづくりの過程を楽しむことができる。
■結　総括と展望
　人工土地の成り立ちや関連する思想を整理し、過去・現代におけ
る建築作品から性質と構成要素を抽出した。設計提案では過去の人
工土地建築との差異を活かしながら設計を行うことで周辺環境に対
し影響関係を持つ、より有効な実践を示すことができた。以上より
限定された土地における自然、人、物のふるまいがスケールを跨ぎ
ながら入り混ざる建築の在り方を明らかにし、現代における人工土
地建築の可能性を示した。
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ることができました。建築の形態の話だけでなく、学部時代にはなかった「言
葉によって建築を語る」ということを未熟ながら身に付けることができたと思
います。研究室の恒例行事である海外調査の際に先生と共に数々の建築
作品を巡ることができた経験も、建築の意匠論へのより一層の興味に至る基
礎となったことを強く感じています。2年間と言う短い間ではございましたが
本当にお世話になりました。 改めて、御礼を申し上げます。
 また、同様にご指導頂いた、木下央准教授に御礼を申し上げます。お忙し
い中幾度もアドバイスを頂き、貴重なお時間を割いて幾度も議論していただ
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　こうして修士論文・修士設計をまとめることができたのは手伝いをしてくれ
た修士1年の水上のおかげです。指示が少ないにも関わらず文句を言わず
安定したクオリティの模型を作ってくれてとても助かりました。思い返せば去
年の卒業設計が忙しい頃から食事や風呂、睡眠などを何度も一緒にするこ
とでお互い意思疎通ができるようになった結果がここに出てきているのかも
しれません。本当にありがとう。来年は是非とも、今年の修士設計を大きく上
回るものすごい作品を残すことを期待します。
　それから研究室の同期。作業に入ると稼働時間が以上に長い水谷、いつ
も提出物のクオリティとスピードが高い川畑。修士設計を共にできて良かっ
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計段階でペースメーカーが２人もいてくれてとても助かりました。マイペース
なふるまいでみんなのペースを安定させてくれた藤本、弱音を吐き合いなが
ら共にがんばった長橋にもとても感謝しています。
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